
中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
に
お
い
て
、
実
践
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
こ
と
と

言
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

法

貴

遊

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

【要
約
】
ア
ラ
ビ
ア
医
学
史
研
究
に
お
い
て
医
療
実
践
は
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、
主
な
研
究
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
で
、
十
一
世
紀

か
ら
十
三
世
紀
半
ば
に
か
け
て
書
か
れ
た
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
医
学
関
連
文
書
が
、
医
療
実
践
を
記
録
し
て
い
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
二
通
の
書
簡
に
お
け
る
実
践
の
記
さ
れ
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
般
的
な
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
は
普
遍
的
な
知
識
を
記

述
対
象
と
す
る
た
め
、
個
々
の
実
践
は
記
述
さ
れ
な
い
。
中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
で
は
、
個
体
は
普
遍
的
な
枠
組
み
を
通
し
て
認
識
さ
れ
る
た
め
、
言
論
で

は
分
析
で
き
な
い
事
柄
を
医
療
の
現
場
で
非
言
語
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
実
践
例
を
読
み
解
く
こ
と

で
、
当
時
の
医
者
が
言
論
で
は
把
握
で
き
な
い
事
柄
（
患
者
の
自
然
本
性
の
動
き
や
四
性
質
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
）
に
注
視
し
、
こ
れ
と
の
関
係
で
治
療

方
針
を
定
め
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

史
林

一
〇
三
巻
一
号

二
〇
二
〇
年
一
月

は

じ

め

に

第
一
節

本
稿
の
目
的

従
来
の
ア
ラ
ビ
ア
医
学
史
研
究①
は
主
に
、
翻
訳
活
動
を
通
じ
て
ギ
リ
シ
ア
語
や
シ
リ
ア
語
の
学
問
が
い
か
に
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
に
受
け
継

が
れ
た
の
か
と
い
う
文
献
学
的
関
心②
か
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
独
自
の
理
論
的
発
展
を
解
明
す
る
と
い
う
学
説
史
へ
の
関
心③
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
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一
方
、
個
別
事
例
を
排
し
、
普
遍
的
な
知
識
を
主
な
記
述
対
象
と
す
る
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
の
性
格
の
た
め
に
、
医
療
の
実
践
面
に

関
す
る
研
究
は
遅
れ
て
い
る④
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
例
外
的
に
医
療
の
個
別
事
例
を
記
し
た
史
料
と
し
て
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀

半
ば
に
か
け
て
書
か
れ
た
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
カ
イ
ロ
で
読
ま
れ
て
い
た
医
学
書
写
本
の
研
究
や⑤
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
単
純

薬
品
（adw

iya
m

ufrada ⑥
）
の
特
定⑦
、
複
合
薬
品
（adw

iya
m

urakkaba

）
の
調
剤
方
法
を
記
し
た
処
方
箋
の
研
究⑧
、
単
純
薬
品
の
交
易
ル
ー
ト
の

特
定⑨
、「
ノ
ー
ト
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
医
学
文
書
の
発
見⑩
な
ど
、
理
論
か
ら
実
践
に
至
る
医
学
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
の
研
究

が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
医
療
実
践
に
関
す
る
先
行
研
究
の
大
半
が
、
文
書
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い

る
個
々
の
単
純
薬
品
の
名
称
の
特
定
と
使
用
例
の
紹
介
、
ま
た
は
複
合
薬
品
の
処
方
例
の
紹
介
に
焦
点
を
絞
る
傾
向
が
あ
る
た
め

後
述
す

る
用
語
を
用
い
る
な
ら
、
理
論
的
知
識
よ
り
も
個
々
の
実
践
的
知
識
の
方
に
注
目
し
た
た
め

、
文
書
に
書
か
れ
た
実
践
が
特
定
の
ロ
ジ
ッ

ク
に
則
っ
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
十
分
に
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
医
学
関
連
文
書
に
見
ら
れ
る
断
片

的
な
記
述
が
、
何
ら
か
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
則
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
明
記
し
て
お
き
た
い⑪
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
書
簡
を
紹
介
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
診
断
と
処
方
の
実
践
を
読
み
解
く
こ
と

を
通
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
医
学
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
に
関
連
す
る
問
題
と
は
、

自
然
学
に
お
い
て
証
明
さ
れ
た
普
遍
的
前
提
群
に
依
拠
す
る
学
問
（ʿilm

）
と
い
う
側
面
を
持
つ
医
学
が
、
同
時
に
個
体
に
介
入
す
る
技
と
し

て
、
い
か
に
特
殊
な
事
例
を
把
握
し
記
述
す
る
の
か
と
い
う
問
題
だ
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
専
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
や
論
理

学
文
献
に
見
ら
れ
る
学
問
論
的
観
点
の
み
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
い
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
見
ら
れ
る
具
体
的
な
医
療
実
践
の

書
か
れ
方
を
分
析
し
、
医
学
文
献
の
記
述
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
特
殊
な
事
例
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
新
た
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
い
。
な
お
、

「
学
問
論
」
な
い
し
「
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
分
析
論
後
書
（a

l-

B
urhān

）』
に
見
ら
れ
る
学
問
的
認
識
の
基
盤
や
そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
論
証
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
と
、
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
ア
ラ
ビ
ア
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語
医
学
文
献
に
お
け
る
医
学
の
本
性
に
つ
い
て
の
議
論
を
指
す
も
の
と
す
る
。

議
論
は
以
下
の
順
序
で
進
む
。
ま
ず
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
に
か
け
て
フ
ス
タ
ー
ト
で
読
ま
れ
て
い
た
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
に

見
ら
れ
る
医
学
に
つ
い
て
の
学
問
論
的
議
論
を
取
り
上
げ
、
実
践
の
学
問
論
上
の
位
置
づ
け
を
ま
と
め
る
。
そ
し
て
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
か
ら
発

見
さ
れ
た
書
簡T

-S

10J

16.

16
とT

-S
N

S

327.

93
を
例
に
と
り
、（
一
）
診
断
の
実
践
と
（
二
）
処
方
の
実
践
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、

個
々
の
特
殊
な
事
例
の
書
か
れ
方
を
分
析
す
る
。
二
通
の
書
簡
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
が
、
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、

厳
密
な
意
味
で
の
学
知
を
記
す
媒
体
で
あ
る
医
学
書
と
、
そ
う
で
は
な
い
記
述
媒
体
の
双
方
な
い
し
片
方
に
、
何
が
し
か
の
も
の
が
特
定
の
し

か
た
で
書
か
れ
て
い
る
（
も
し
く
は
書
か
れ
て
い
な
い
）
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
節

カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
つ
い
て

医
学
の
学
問
論
の
考
察
に
入
る
前
に
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。「
ゲ
ニ
ザ
（genizah

）」
と
は
、
不
要
に
な
っ
た
が
、

神
の
名
が
書
か
れ
て
あ
る
た
め
に
廃
棄
す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
文
書
を
特
定
の
場
所
に
置
く
と
い
う
行
為
、
な
い
し
こ
の
よ
う
な
文
書
を
置

い
て
お
く
場
所
を
指
す
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
る
。
今
回
扱
う
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
が
存
在
し
た
の
は
、
フ
ス
タ
ー
ト
（F

usṭāṭ

現
在
は
オ
ー
ル

ド
・
カ
イ
ロ
（M

iṣr
al-Q

adīm
a

）
と
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
都
市
に
あ
る
ベ
ン
・
エ
ズ
ラ
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
二
階
の
一
室
で
あ
り
、
こ
こ
は
十
九
世

紀
ま
で
ゲ
ニ
ザ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

フ
ス
タ
ー
ト
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
神
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
慣
習
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
不
要
な
文
書
を
ゲ
ニ

ザ
に
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
総
数
は
約
三
十
万
点
に
も
上
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
や
ラ
ビ
文
献
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
や
医
学
な
ど
の

世
俗
的
学
問
に
つ
い
て
の
文
献
や
、
法
廷
文
書
、
呪
詛
文
書
、
書
簡
な
ど
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
生
活
の
様
々
な
側
面
を
物
語
る
史
料
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
一
〇
〇
〇
年
か
ら
一
二
五
〇
年
の
間
に
書
か
れ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
半
ば
頃
か
ら
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
が
ア
ラ
ビ
ア
医
学
史
研
究
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
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た⑫
。G

oitein

は
、
様
々
な
医
学
関
連
文
書
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
複
合
薬
品
の
処
方
の
具
体
例
や
医
学
教
育
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た⑬
。
医
学
関
連
文
書
の
カ
タ
ロ
グ
化
も
進
ん
で
い
る
。Isaacs

and
B

aker

は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
のT

aylor-

Schechter
G

enizah
C

ollection

（T
-S

C
ollection

）
の
医
学
関
連
文
書
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
た⑭
。
近
年
、T

he
M

osseri
G

enizah

C
ollection

と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
のR

ylands
G

enizah
C

ollection

の
カ
タ
ロ
グ
も
出
版
さ
れ
た⑮
。
現
在
、
一
九
三
八
点
の
医
学
関
連

文
書
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
（T

-S
C

ollection:

一
七
八
二
点
、R

ylands
G

enizah
C

ollection:

八
七
点
、

T
he

M
osseri

G
enizah

C
ollection:

六
九
点
）。

医
学
関
連
文
書
は
以
下
の
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
で
き
る⑯
。

（
一
）
医
学
書

理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
を
記
述
す
る
た
め
の
媒
体⑰
。
一
三
六
〇
点
。
ア
ラ
ビ
ア
語
が
七
四
〇
点
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
が
四
七
〇
点
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
一
五
〇
点⑱
。

（
二
）
処
方
箋

複
合
薬
品
の
調
剤
方
法
を
記
し
た
紙
片
。
複
合
薬
品
の
材
料
と
そ
の
量
、
調
剤
方
法
、
服
用
方
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
医
者
が
患
者
に
手

渡
し
、
患
者
は
こ
れ
を
参
照
し
て
薬
剤
師
か
ら
材
料
を
購
入
す
る
か
、
も
し
く
は
調
合
し
て
も
ら
う
。
処
方
箋
は
一
般
的
な
医
学
書
の
記
述
か

ら
除
外
さ
れ
る
個
別
の
実
践
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
一
五
〇
点
。
ア
ラ
ビ
ア
語
が
九
二
点
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
が
五
六
点
、

ユ
ダ
ヤ
・
ペ
ル
シ
ャ
語⑲
が
一
点
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
一
点⑳
。

（
三
）
ノ
ー
ト

医
学
書
の
よ
う
に
特
定
の
様
式
に
則
ら
ず
に
、
様
々
な
情
報
を
書
き
留
め
た
文
書
。
個
々
の
実
践
に
つ
い
て
の
情
報
や
経
験
的
知
識
、
医
学
書

か
ら
の
引
用
、
個
人
的
考
察
な
ど
が
記
述
の
対
象
に
な
る
。
六
一
点
。
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
が
四
九
点
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
八
点
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
が
一
点
、
多
言
語
で
書
か
れ
た
も
の
が
三
点㉑
。
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（
四
）
書
簡

処
方
箋
と
同
様
、
実
際
に
行
わ
れ
た
治
療
や
薬
品
の
処
方
が
記
さ
れ
た
史
料
。
差
出
人
が
特
定
の
薬
品
を
送
付
す
る
よ
う
受
取
人
に
依
頼
し
て

い
る
書
簡
（T

-S

13J

26.

4;T
-S

O
r.

1080J

78）
や
、
旅
先
で
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
書
簡
（T

-S

8J

40.

8）
な
ど
も
発
見
さ
れ

て
い
る㉒
。

（
五
）
薬
品
リ
ス
ト

箇
条
書
き
に
単
純
薬
品
の
名
称
を
記
し
た
も
の
。
医
者
ま
た
は
薬
剤
師
の
店
舗
の
在
庫
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
か
、
複
数
の
薬
品
を
売
買
す
る

際
に
メ
モ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
七
一
点㉓
。

①

｢ア
ラ
ビ
ア
医
学
（A

rabic
m

edicine

）」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ビ
ア

語
で
記
さ
れ
た
史
料
に
見
ら
れ
る
様
々
な
知
識
と
実
践
の
総
体
を
指
す
。
こ
の
語

が
指
示
す
る
外
延
の
一
部
を
共
有
す
る
語
と
し
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
医
学

（Islam
ic

m
edicine

）」
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。
本
研
究
は
医
学
知

ま
た
は
医
学
実
践
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、「
イ

ス
ラ
ー
ム
医
学
」
と
い
う
語
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
の
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、

ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
書
か
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
他
に
も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ

た
ア
ラ
ビ
ア
語
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
（Judaeo

A
rabic

）
も
含

む
。
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、
広
義
に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
よ

っ
て
用
い
ら
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
一
般
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
ヘ
ブ
ラ
イ

文
字
で
書
か
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。

②

M
.

U
llm

an,
D

ie
M

edizin
im

Islam
,

L
eiden,

1970;G
.

B
oss

and
T

.

L
angerm

ann,
The

A
lexandrian

Sum
m

aries
of

G
alenʼs

O
n

C
ritical

D
ays:

E
ditions

and
Translations

of
the

Tw
o

V
ersions

of
the

Jaw
ām

iʿ,
L

eiden,

2015な
ど
。

③

こ
の
種
の
研
究
は
様
々
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
カ
ラ
ー

ム
の
学
（ʿilm

al-kalām

）
と
医
学
と
の
交
渉
を
通
し
て
展
開
し
た
プ
ネ
ウ
マ

（rūḥ

）
理
論
を
研
究
し
たFancy

の
研
究
を
挙
げ
て
お
く
。N

.
Fancy,

Science
and

R
eligion

in
M

am
luk

E
gypt:

Ibn
al-N

afīs,
P

ulm
onary

Transit
and

B
odily

R
esurrection,

L
ondon,

2013.

④

そ
れ
で
も
、
様
々
な
種
類
の
史
料
に
断
片
的
に
記
さ
れ
た
情
報
を
集
め
て
医
学

の
実
践
面
に
迫
っ
た
研
究
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
イ
ブ
ン
・
バ
ー
ッ
ジ
ャ

（Ibn
B

ājja
d.

1139）
や
他
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
医
者
の
文
献
に
散
見
さ
れ
る
医

療
の
実
践
に
つ
い
て
の
記
述
を
研
究
し
たM

.
Forcada,

“Ibn
B

ājja
on

M
edicine

and
M

edical
E

xperience,”
A

rabic
Sciences

and
P

hilosophy

21,

2011,pp.

111-148
や
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
『
医
学
典
範
』
に
記
さ

れ
た
経
験
的
知
識
を
ま
と
め
たP.

E
.

Porm
ann,

“A
vicenna

on
M

edical

Practice,
E

pistem
ology,

and
the

Physiology
of

the
Inner

Senses,”
in

P.

A
dam

son
(ed.)

Interpreting
A

vicenna:
C

ritical
E

ssays,
C

am
bridge,

2013,pp.

91-108、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
精
神
医
療
の
諸
相
を
研
究
し
た

M
.

W
.

D
ols,

M
ajnūn:

the
M

adm
an

in
M

edieval
Islam

ic
Society,

D
.

E
.

Im
m

isch
(ed.),

O
xford,

1992
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
ラ
ー
ズ
ィ
ー
の

疾
病
録
は
医
療
の
実
践
面
の
研
究
に
お
い
て
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
。P.

E
.

Porm
ann,

“M
edical

M
ethodology

and
H

ospital
Practice:

the
C

ase
of
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Fourth-/T
enth-C

entury
B

aghdad”
in

P.
A

dam
son

(ed.),
In

the
A

ge
of

al-

F
ārābī:

A
rabic

P
hilosophy

in
the

F
ourth-Tenth

C
entury,

L
ondon,

2008,
pp.

95-118;
C

.
Á

lvarez-M
illán,

“P
ractice

V
ersus

T
heory:

T
enth-

C
entury

C
ase

H
istories

from
the

Islam
ic

M
iddle

E
ast”

in
P.

E
.

Porm
ann

(ed.),
Islam

ic
M

edical
and

Scientific
Tradition:

C
ritical

C
oncepts

in
Islam

ic
Studies

vol.

1,L
ondon,

2011,pp.

283-298.

⑤

L
.

C
hipm

an
and

E
.

L
ev

“Syrups
from

the
A

pothecaryʼs
Shop:

a

G
enizah

Fragm
ent

C
ontaining

O
ne

of
the

E
arliest

M
anuscripts

of

M
inhāj

al-D
ukkān,”

Journal
of

Sem
itic

Studies

50,

2006,pp.

137-168;
E

.
L

ev,
L

.
C

hipm
an,

and
F.

N
iessen

“A
H

ospital
H

andbook
for

the

C
om

m
unity:

E
vidence

for
the

E
xtensive

U
se

of
Ibn

A
bī

ʼl-B
ayānʼs

al-

D
ustūr

al-B
īm

ārisānī
by

the
Jew

ish
Practitioners

of
M

edieval
C

airo,”

Journal
of

Sem
itic

Studies

53/1,

2008,pp.
103-118;Y

.
H

oki,“D
āniyāl

ibn
Shuʿyāʼs

O
phthalm

ologic
Q

uestion-and-A
nsw

er
T

extbook:
A

Study

on
C

airo
G

enizah
Fragm

ents
of

the
E

leventh-T
hirteenth

C
enturies,”

O
rient

51,

2018,pp.

69-93;

法
貴
遊
「
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
医
学
書
写
本T

-

S
K

14.

42
に
つ
い
て
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
八
八
号
、
二
〇
一
八
年
、
五
〇

〜
六
八
頁
。

⑥

調
合
せ
ず
に
単
体
と
し
て
薬
品
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
単
純
薬
品
と
呼

ば
れ
る
。
複
数
の
単
純
薬
品
を
調
合
し
て
作
ら
れ
る
の
が
複
合
薬
品
で
あ
る
。
中

世
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
で
は
、
単
純
薬
品
と
複
合
薬
品
は
区
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
る
章
で
論
じ
ら
れ
る
。

⑦

E
.

L
ev

and
Z

.
A

m
ar,

P
ractical

M
ateria

M
edica

of
the

M
edieval

E
astern

M
editerranean

according
to

the
C

airo
G

enizah,
L

eiden,

2008;
Z

.
A

m
ar

and
E

.
L

ev,
A

rabian
D

rugs
in

E
arly

M
edieval

M
editerranean

M
edicine,

E
dinburgh,

2017.

⑧

E
.

L
ev,

L
.

C
hipm

an
and

F.
N

iessen,“C
hicken

and
C

hicory
are

G
ood

for
Y

ou:
A

U
nique

Fam
ily

Prescription
from

the
C

airo
G

enizah
(T

-S

N
S

223.

82-83),”
Jerusalem

Studies
in

A
rabic

and
Islam

35,

2008,pp.

335-352;
E

.
L

ev
and

L
.

C
hipm

an,
M

edical
P

rescriptions
in

the

C
am

bridge
G

enizah
C

ollections:
P

ractical
M

edicine
and

P
harm

acology

in
M

edieval
E

gypt,
L

eiden,

2012.

⑨

Z
.

A
m

ar
and

E
.

L
ev,

“T
he

significance
of

the
G

enizahʼs
M

edical

D
ocum

ents
for

the
Study

of
M

edieval
M

editerranean
T

rade,”
Journal

of
the

E
conom

ic
and

Social
H

istory
of

the
O

rient

50,

2007,
pp.

524-541.

⑩

E
.

L
ev,

“M
ediators

betw
een

T
heoretical

and
Practical

M
edieval

K
now

ledge:
M

edical
N

otebooks
from

the
C

airo
G

enizah
and

their

Significance,”
M

edical
H

istory

57,

2013,pp.

487-515;Y
.

H
oki,“L

ogic

in
C

om
pound

D
rugs,

according
to

M
edieval

A
rabic

M
edical

B
ooks

and

the
C

airo
G

enizah,”
O

rient

52,

2017,pp.

59-78.

⑪

本
稿
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
一
貫
し
た
論
理
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
ゲ
ニ
ザ
文

書
の
記
述
の
中
に
は
、
読
み
解
か
れ
る
べ
き
論
理
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。
こ
の
前
提
そ
の
も
の
を
、
実
証
的
な
研
究
を
行
う
限
り
で
の
歴
史

学
研
究
者
は
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
我
々
は
、
諸
々

の
ゲ
ニ
ザ
文
書
の
断
片
的
な
記
述
が
、
特
定
の
医
学
理
論
に
則
っ
て
記
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ハ
シ
ー
シ
を
吸
引
し
て
酩
酊
状
態
に
陥
っ
た
ろ
く
で
な
し

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
読
め
る
も
の
な
の
か
、

決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
四
性
質
（
熱
・
冷
・
湿
・
乾
）
な
ど
の
医
学

理
論
は
数
学
ほ
ど
の
厳
密
さ
を
も
た
な
い
た
め
、
現
代
の
研
究
者
に
よ
る
多
様
な

解
釈
を
許
容
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
医
療
実
践
の

記
述
を
、
一
貫
し
た
論
理
が
あ
る
と
想
定
し
て
読
め
ば
読
め
て
し
ま
う
し
、
専
ら

経
験
と
慣
習
に
従
っ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
だ
。
実
際
、
ア
ラ
ビ
ア
薬
学

史
研
究
で
は
、
経
験
的
知
識
の
増
大
と
個
々
の
薬
品
の
実
用
性
の
重
視
と
い
う
傾
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向
ゆ
え
に
、
四
性
質
な
ど
の
理
論
的
知
識
の
重
要
度
は
低
下
し
た
と
い
う
見
解
も

存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
実
践
例
は
普
遍
的
な
理
論
的
知
識
の
観
点
か
ら
解
釈
さ

れ
る
と
い
う
前
提
は
決
し
て
自
明
な
も
の
で
は
な
い
。M

.
L

evey,
E

arly

A
rabic

P
harm

acology:
A

n
Introduction

B
ased

on
A

ncient
and

M
edieval

Sources,
L

eiden,

1973,p.

130;L
.

C
hipm

an,
“Islam

ic
Pharm

acy
in

the

M
am

lūk
and

M
ongol

R
ealm

s:
T

heory
and

Practice,”
A

sian
M

edicine

3,

2007,pp.

266-267。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
お
け
る
不
確
定
要
素
の
多

さ
は
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
を
用
い
た
医
学
の
実
践
面
に
関
す
る
先
行
研
究
が
、

断
片
的
な
記
述
の
背
後
に
は
一
貫
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
い
を

避
け
て
き
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
書
か

れ
た
実
践
が
、
場
当
た
り
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
理
論
的
知
識
抜
き
の
経
験
と

慣
習
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
を
否
定
し
な
い
。
た
だ
、
実
践

に
は
一
貫
し
た
論
理
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
本
稿
が
立
つ
の
は
、
最
善
の
説
明
へ

の
推
論
（inference

to
the

best
explanation

）
を
経
た
帰
結
で
あ
る
。
カ
イ

ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
実
践
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ジ
ッ
ク
に

つ
い
て
研
究
し
た
論
文
と
し
て
以
下
を
挙
げ
て
お
く
。
法
貴
遊
「
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ

ザ
文
書
に
お
け
る
眼
病
の
治
療
に
つ
い
て
」『
科
学
史
研
究
』
第
二
七
四
号
、
二

〇
一
五
年
、
三
七
〜
五
二
頁;

H
oki,

2017;

法
貴
遊
「
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に

見
ら
れ
る
非
自
然
要
素
の
調
整
と
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
思
想
」『
科
学
史
研
究
』

第
二
八
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
八
四
〜
九
九
頁
。

⑫

初
期
の
研
究
と
し
て
、A

.
D

ietrich,
Zum

D
rogenhandel

im
Islam

ischen

A
gypten,

H
eidelberg,

1954が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑬

S.
D

.
G

oitein,
“T

he
M

edical
Profession

in
the

L
ight

of
the

C
airo

G
enizah

D
ocum

ents,”
H

ebrew
U

nion
C

ollege
A

nnual

34,

1963,pp.
177-194;

S.
D

.
G

oitein,
A

M
editerranean

Society:
T

he
Jew

ish

C
om

m
unities

of
the

A
rab

W
orld

as
P

ortrayed
in

the
D

ocum
ents

of
the

C
airo

G
enizah,

vol.

2,B
erkeley,

1971.

⑭

H
.

D
.

Isaacs
and

C
.

F.
B

aker,
M

edical
and

P
ara-M

edical

M
anuscripts

in
the

C
am

bridge
G

enizah
C

ollections,
C

am
bridge,

1994.

⑮

E
.

L
ev,“A

C
atalogue

of
the

M
edical

and
Para-M

edical
M

anuscripts

in
the

M
osseri

G
enizah

C
ollection,

together
w

ith
Several

U
npublished

E
xam

ples
(X

.

37;I.

124.

2),”
Journal

of
Jew

ish
Studies

62,

2011,pp.

121-145;E
.

L
ev

and
R

.
Sm

ithuis,
“A

prelim
inary

C
atalogue

of
the

M
edical

and
P

ara-M
edical

M
anuscripts

in
the

R
ylands

G
enizah

C
ollection:

together
w

ith
the

Partial
E

dition
of

T
w

o
M

edical
Fragm

ents

(B

3239and
A

589),”
in

R
.

Sm
ithuis

and
P.

S.
A

lexander
(eds.),

F
rom

C
airo

to
M

anchester:
Studies

in
the

R
ylands

G
enizah

F
ragm

ents,

O
xford,

2013,pp.

157-196.

⑯

L
ev

and
A

m
ar

2008:

23-26.

⑰

理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
に
関
し
て
は
、
第
一
章
を
参
照
す
る
よ
う
に
。

⑱

Isaacs

1994;N
iessen

and
L

ev

2008;L
ev

2011;L
ev

and
Sm

ithuis

2013.

⑲

ペ
ル
シ
ャ
語
圏
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
用
い
た
ペ
ル
シ
ャ
語
。
こ
こ
で
は
特
に
ヘ
ブ

ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
語
を
指
す
。

⑳

L
ev

and
C

hipm
an

2013.

㉑

L
ev

2013;H
oki

2017

㉒
A

shur
and

L
ev

2013;

法
貴
二
〇
一
五
年;

法
貴
二
〇
一
八
年
。

㉓
L

ev
and

A
m

ar

2008,

25.
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第
一
章

実
践
の
位
置
づ
け

こ
の
章
で
は
医
療
実
践
に
関
す
る
学
問
論
的
議
論
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
以
下
で
扱
わ
れ
る
医
学
書
は
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
か
ら
そ
の
写
本

の
断
片
が
発
見
さ
れ
た
も
の
か
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
カ
イ
ロ
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
か
ら

は
執
筆
さ
れ
た
時
代
も
場
所
も
異
な
る
様
々
な
医
学
書
の
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
医
学
書
が
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
か
ら
復

元
さ
れ
た
世
界
に
お
け
る
取
得
可
能
な
医
学
知
を
構
成
し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
の
翻
訳
活
動
を
通
し
て
ガ
レ
ノ
ス
医
学
を
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
に
導
入
し
た
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク

（Ḥ
unayn

ibn
Isḥāq

八
七
七
年
没
）
の
『
医
学
問
答
集
（M

asāʾil
fī

al-ṭibb

）』
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
著
作
の
中
で
彼
は
、
医
学
は
理
論
（naẓ-

ar

）
と
実
践
（ʿam

al

）
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る①
。
理
論
に
は
自
然
要
素
（um

ūr
ṭabīʿiyya ②

）
に
関
す
る
知
識
と
病
因
論
、
診
断
論
が
含
ま

れ
る
。
一
方
、
実
践
に
含
ま
れ
る
の
は
治
癒
論
、
す
な
わ
ち
特
定
の
状
況
下
で
有
効
な
治
療
方
針
と
、
薬
学
、
つ
ま
り
個
々
の
薬
品
の
性
質
や

作
用
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る③
。

ブ
ー
ヤ
朝
の
典
医
で
あ
っ
た
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
（al-M

ajūsī

九
九
〇
年
頃
没
）
の
『
医
学
大
全
（K

ām
il

al-ṣināʿa
al-ṭibbiyya

）』
に
は
、
若
干

の
違
い
は
あ
る
が
、
フ
ナ
イ
ン
に
よ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
医
学
知
の
分
類
が
見
ら
れ
る
。
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
も
ま
た
、
医
学
は
知
識
（ʿilm

）

と
実
践
（ʿam

al

）
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る④
。
彼
に
よ
る
と
、
知
識
と
は
思
考
対
象
の
本
質
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

何
を
実
践
す
べ
き
か
が
判
断
さ
れ
る
。
知
識
は
さ
ら
に
、
自
然
要
素
、
非
自
然
要
素
（al-um

ūr
allatī

laysat
bi-ṭabīʿiyya

）、
自
然
か
ら
逸
脱
し

た
要
素
（al-um

ūr
al-khārija

ʿan
al-am

r
al-ṭabīʿī ⑤

）
に
分
け
ら
れ
る
。
一
方
実
践
は
、
思
考
の
裡
に
あ
る
も
の
を
、
感
覚
と
手
を
用
い
て
実
行
に

移
す
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
実
践
は
健
康
の
維
持
と
病
気
の
治
療
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
病
気
の
治
療
は
さ
ら
に
滋
養
物
と
薬
品

に
よ
る
治
療
と
外
科
手
術
な
ど
の
手
を
用
い
た
治
療
に
分
け
ら
れ
る
。
フ
ナ
イ
ン
と
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
は
、
用
い
て
い
る
術
語
や
下
位
区
分
の

分
類
方
法
に
お
い
て
異
な
る
が
、
各
要
素
を
理
論
（
＝
知
識
）
と
実
践
に
二
分
す
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
こ
で
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
が
実
践
を
、
思
考
を
実
行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
と
定
義
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
定
義
に
よ
る
と
実
践
は
、

理
論
に
基
づ
き
つ
つ
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
何
か
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
『
医
学
大
全
』
の
実
践
部
門
は
、「
臨
床
」
や

「
実
習
」
と
現
代
の
我
々
が
呼
ぶ
よ
う
な
行
為
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
カ
ル
テ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
個

人
の
症
状
や
実
際
に
行
わ
れ
た
治
療
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
実
践
部
門
が
記
述
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、

各
々
の
薬
品
の
性
質
や
特
定
の
病
気
に
有
効
な
治
療
方
針
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
葉
の
定
義
と
実
際
の
内
容
の
間
の
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
実
践
」
と
い
う
言
葉
は
定
義
上
、
行
為
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、『
医
学
大
全
』
の
体
系
の
中
で
実
践
部
門
に
分
類
さ
れ
た
事
柄

は
、
知
る
こ
と
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
フ
ナ
イ
ン
の
著
作
に
は
「
実
践
」
の
明
確
な
定
義
は
見
ら
れ
な
い
が
、
両
者
に
よ
る
医
学
知
の

分
類
は
根
本
的
に
同
じ
で
あ
る
た
め
、
彼
の
体
系
に
お
い
て
も
実
践
部
門
に
行
為
そ
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
哲
学
者
で
あ
り
、
か
つ
医

者
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
（Ibn

Sīnā

一
〇
三
七
年
没
）
が
後
に
問
題
視
し
た
の
は
、
こ
の
ズ
レ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
『
医
学
典
範
（al-Q

ānūn
fī

al-ṭibb

）』
第
一
巻
の
冒
頭
を
読
む
と
、
こ
こ
で
も
医
学
が
理
論
（naẓar

ま
た
はʿilm

）

と
実
践
（ʿam

al

）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る⑥
。
理
論
は
医
学
の
原
理
（uṣūl

al-ṭibb

）
に
関
す
る
知
識
（
自
然
要
素
に
つ
い
て
の
知
識
や
治

療
の
一
般
理
論
な
ど
）
を
含
み
、
理
論
的
知
識
（ʿilm

ʿilm
ī

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
一
方
、
実
践
は
い
か
に
行
為
す
る
か
に
つ
い
て
の
知
識
（
各
病
気

に
固
有
の
治
癒
論
や
薬
物
誌
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
実
践
と
は
、
実
際
に
行
う
こ
と
（ʿam

al
bi-l-

fiʿl

）
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
実
践
的
知
識
（ʿilm

ʿam
alī

）
を
意
味
し
て
い
る
と
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
が
明
記
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う

に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
は
、
医
学
書
の
記
述
対
象
は
理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明

確
化
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、「
実
際
に
行
う
こ
と
」
に
つ
い
て
の
個
別
の
情
報
は
、
知
識⑦
と
し
て
の
資
格
を
持
た
な
い
た
め
、
記
述

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た⑧
。
た
だ
し
、「
実
際
に
行
う
こ
と
」
か
ら
得
ら
れ
た
個
別
の
情
報
は
、
経
験
（tajriba

）
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
実
践
的
知
識
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
あ
る⑨
。
以
降
、
本
稿
は
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
に
よ
る
医
学
知
の
分
類
（
理
論
的
知
識
と
実
践

的
知
識
）
を
採
用
し
、
記
述
対
象
に
は
な
ら
な
い
「
実
際
に
行
う
こ
と
」
を
便
宜
的
に
「
実
践
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
経
験
を
通
し
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て
獲
得
さ
れ
た
知
識
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
実
践
的
知
識
を
経
験
的
知
識
と
も
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
経
験
的
知
識
は
医
学
書
に
記
述
さ

れ
る
か
、
も
し
く
は
記
述
さ
れ
ず
に
医
者
の
記
憶
や
ノ
ー
ト
に
蓄
積
さ
れ
る
。

イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
が
明
確
化
し
た
よ
う
に
、
医
学
書
の
記
述
対
象
が
理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
に
限
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
事

態
は
医
者
を
志
す
者
が
医
学
を
い
か
に
学
ぶ
の
か
と
い
う
問
題
と
も
連
関
す
る
。
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
創
始
者
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（Ṣ

alāḥ

al-D
īn

一
一
九
三
年
没
）
の
典
医
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
（Ibn

Jum
ayʿ

一
一
九
八
年
没
）
は
『
医
学
の
再
興
に
関
す
る
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ

ィ
ー
ン
に
捧
げ
る
論
考
（M

aqāla
al-Ṣalāḥīya

fī
iḥyāʾ

al-ṣināʿat
al-ṭibbīya

）』
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
は
た
だ
普
遍
的
で
一
般
的
な
事
柄
（al-um

ūr
al-kulliyya

al-m
ushtaraka

）
の
み
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
事
柄
（al-um

ūr
al-juzʾiyya

）、

す
な
わ
ち
、
健
康
あ
る
い
は
病
気
で
あ
る
人
々
の
一
人
一
人
に
と
っ
て
の
特
殊
な
事
柄
を
、
書
物
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い⑩
。

「
普
遍
的
で
一
般
的
な
事
柄
」
は
、
先
ほ
ど
の
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
分
類
に
則
る
と
、
理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
に
相
当
し
、「
特
殊

な
事
柄
」
に
は
実
践
が
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る⑪
。
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
は
「
特
殊
な
事
柄
」
は
書
物
が
扱
う
対
象
で
は
な
い
と
主
張
し
て

い
る
の
で
、「
カ
ル
テ
」
と
現
代
の
我
々
が
呼
び
う
る
よ
う
な
記
述
の
あ
り
方
は
、
当
時
の
カ
イ
ロ
で
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
何
ら
か

の
形
で
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
医
学
書
の
一
部
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
、
医
学
を
構
成
す
る
知
識
の
一
部
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い⑫
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
上
の
訳
出
箇
所
の
直
前
で
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
が
「
こ
の
学
術
に
含
ま
れ
る
知
識
に
基
づ
い
て
行
為
す

る
た
め
の
能
力
は
、
こ
の
学
術
に
関
す
る
書
物
の
記
述
か
ら
学
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
事
柄
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
で
あ
る⑬
。
こ
の
「
行
為
」
は
、「
知
識
に
基
づ
い
て
」
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
医
学
書
の
理
論
の
観
点
か
ら
あ
る
程
度
ま
で
は
解
釈

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
行
為
す
る
た
め
の
能
力
」
は
本
来
的
に
は
本
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
知
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識
」
か
ら
直
接
演
繹
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
は
「
実
践
」
を
、
思
考
を
実
行
に
移
す
こ

と
で
あ
る
と
定
義
し
た
が
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
に
よ
る
と
、
医
学
書
の
実
践
部
門
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
「
実
行
に
移
す
」
能
力
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
。

イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
の
記
述
か
ら
、「
書
物
の
記
述
か
ら
学
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
事
柄
」

つ
ま
り
、
理
論
的
知
識
も
し
く
は
実
践

的
知
識
と
し
て
言
語
化
さ
れ
た
も
の

か
ら
逃
れ
る
何
か
が
実
践
の
中
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
コ
ル
ド
バ
の
哲
学
者
・
法

学
者
・
医
者
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
（Ibn

R
ushd

一
一
九
八
年
没
）
は
『
原
論
（al-K

ulliyyāt

）』
の
中
で
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
人
間
が
言
論
に
よ
っ
て
（bi-l-qaw

l

）
明
晰
に
理
解
で
き
る
（m

uḥaṣṣal

）
対
象
は
、
形
相
（ṣūra

）
に
由
来
す

る
事
柄
の
み
で
あ
る
が
、
言
語
を
用
い
る
限
り
、
質
料
（hayūlā

）
と
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
は
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
（m

ujm
al

）
し
か
で

き
な
い⑭
。
質
料
に
付
随
す
る
偶
然
的
な
事
柄
は
、
他
の
質
料
に
付
随
す
る
事
柄
と
の
関
係
の
中
で
無
際
限
に
変
化
す
る
た
め
、
そ
の
各
々
を
言

論
に
よ
っ
て
的
確
に
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る⑮
。
従
っ
て
彼
は
、「
こ
の
学
術
に
つ
い
て
書
か
れ
た
原
理
に
は
、
そ
れ
を
物
質
の

中
に
見
出
す
際
に
、
書
き
記
す
こ
と
が
不
可
能
な
付
帯
的
性
質
が
付
随
す
る
」
と
述
べ
る⑯
。
言
説
化
可
能
な
形
相
＝
原
理
を
医
療
の
現
場
で
見

出
そ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
常
に
既
に
言
説
化
不
可
能
な
質
料
＝
付
帯
的
性
質
に
包
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
に
よ
る
ア
ラ

ビ
ア
医
学
に
対
す
る
認
識
論
的
批
判
は
、
個
体
に
介
入
す
る
技
の
行
使

イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
言
葉
で
言
う
な
ら
「
実
際
に
行
う
こ

と
」

が
原
理
的
に
曖
昧
さ
を
払
拭
で
き
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の
病
は
質
料
を
纏
っ
た
個
体
に
生
じ
る
の
だ
が
、

そ
の
た
め
に
人
間
は
、
現
実
の
病
を
言
論
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
病
は
そ
の
質
料
性
／
個
体
性
に
よ
っ
て
形
相

／
普
遍
／
言
論
の
網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
る
の
だ
。
病
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
19
世
紀
の
パ
リ
で
発
展
し
た
臨
床
医
学
（clinique

）
に
お
け
る
言
語
の
機
能
と
比
較
し
た
い
。
臨
床
医
学
の
時
代
に
お
け
る
言
語

に
つ
い
て
、
フ
ー
コ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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臨
床
医
学
的
思
考
は
、
見
え
る
も
の
と
言
い
あ
ら
わ
し
う
る
も
の
と
の
間
に
、
も
う
一
つ
、
べ
つ
な
形
の
相
関
を
想
定
す
る
に
至
る
。
そ
れ
は
完
全
に
忠

実
な
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
意
味
で
忠
実
な
記
述
と
い
う
も
の
の
、
連
続
的
相
関
で
あ
る
。
そ
の
意
味
の
一
つ
は
、
対
象
に
対
し
て
実
際
に
、
何
の
間
隙
も

残
し
て
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
対
象
を
写
し
出
す
言
語
に
お
い
て
、
い
か
な
る
逸
脱
を
も
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
記
述
の
厳
密
さ
は
、
表
現
の
正
確
さ
の
結
果
で
あ
り
、
命
名
に
お
け
る
規
則
正
し
さ
の
結
果
で
あ
る⑰

中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
に
お
い
て
、
言
語
が
可
視
的
な
も
の
と
厳
密
に
一
対
一
で
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
イ
ブ

ン
・
ル
シ
ュ
ド
の
議
論
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
は
、
言
論
に
よ
る
把
握
か
ら
逃
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
、
そ
れ
を
実
践
の
中
で
非
言
語
的
に
認
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
体
系
で
あ
る
。
中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
の
実
践
面
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
臨
床
が
言
説
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
時
代
に
お
け
る
実
践
の
描
か
れ
方
を
研
究
す
る
こ
と
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

①

医
学
を
理
論
（θεω

ρία

）
と
実
践
（π

ρα
κ

τικ
ή
）
に
分
類
す
る
こ
と
は
す
で

に
五
〜
六
世
紀
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
医
学
書
に
見
ら
れ
る
。D

.
Jacquart,

“T
heorica et

practica dans
lʼenseignem

ent
de

la
m

édecine
à

Salerne
au

X
II e

siècle,”
dans

O
.

W
eijers

(éd.),
V

ocabulaire
des

écoles
et

des

m
éthodes

dʼenseignem
ent

au
M

oyen
Â

ge,
T

urnhout,

1992,pp.
102-104.

②

元
素
（arkān

）、
気
質
（am

zija

）、
体
液
（akhlāṭ

）、
器
官
（aʿḍāʾ
）、
能
力

（qiw
an

）、
機
能
（afʿāl

）、
プ
ネ
ウ
マ
が
含
ま
れ
る
。
元
素
は
火
（nār
）、
空

気
（haw

āʾ

）、
水
（m

āʾ

）、
土
（arḍ

）
の
四
つ
で
あ
り
、
火
の
性
質
は
熱
と
乾
、

空
気
の
性
質
は
熱
と
湿
、
水
の
性
質
は
冷
と
湿
、
土
の
性
質
は
冷
と
乾
で
あ
る
。

気
質
は
四
性
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
状
態
か
、
四
性
質
の
う
ち
の
一
つ
ま
た
は

二
つ
が
優
勢
に
な
っ
た
状
態
で
あ
る
。
体
液
は
血
液
（dam

）、
粘
液
（balg-

ham

）、
黄
胆
汁
（m

irra
ṣafrāʾ

）、
黒
胆
汁
（m

irra
saw

dāʾ

）
の
四
つ
で
あ
り
、

血
液
の
性
質
は
熱
と
湿
、
粘
液
の
性
質
は
冷
と
湿
、
黄
胆
汁
の
性
質
は
熱
と
乾
、

黒
胆
汁
の
性
質
は
冷
と
乾
で
あ
る
。

③

矢
口
直
英
「
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク
著
『
医
学
の
質
問
集
』」『
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
四
一
九
頁
。

④

ʿA
lī

ibn
al-ʿA

bbās
al-M

ajūsī,
K

ām
il

al-ṣināʿa
al-ṭibbiyya,

F.
Sezgin

(ed.),
vol.

1,Frankfurt
am

M
ain,

1996,pp.

15-16（
以
下
、K

Ṣ

）.

⑤

非
自
然
要
素
は
身
体
を
取
り
巻
く
空
気
、
運
動
と
静
止
、
飲
食
物
、
睡
眠
と
覚

醒
、
体
液
の
瀉
出
、
入
浴
、
精
神
的
現
象
と
い
う
七
つ
の
要
素
を
含
む
。
自
然
か

ら
逸
脱
し
た
要
素
は
病
気
、
病
の
原
因
、
病
の
症
状
を
指
す
。K

Ṣ,
p.

16.

⑥

Ibn
Sīnā,

al-Q
ānūn

fī
al-ṭibb,

B
ayrūt,

vol.

1,n.d.,
p.

3（
以
下
、Q

Ṭ

）.

⑦

知
識
（ʿilm

）
は
こ
の
場
合
、
狭
義
の
学
問
的
な
認
識
を
意
味
す
る
。
知
識
は
、

概
念
を
直
観
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
表
象
知
（taṣaw

w
ur

）
と
、
命
題
に
真
偽

の
判
定
を
下
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
判
断
知
（taṣdīq

）
に
分
け
ら
れ
る
。
判
断
知

は
前
提
の
確
実
性
に
応
じ
た
確
実
性
を
持
つ
。Ibn

Sīnā,
al-N

ajāt
fī

al-

ḥikm
a

al-m
anṭiqiyya

w
a-l-ṭabīiyya

w
a-l-ilāhiyya,

al-Q
āhira,

1938,pp.

60-67.
ア
ラ
ブ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
伝
統
に
お
け
る
知
識
獲
得
の
プ
ロ
セ
ス
に
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つ
い
て
はD

.
L

.
B

lack,“K
now

ledge
(ʿilm

)
and

C
ertitude

(yaqīn)
in

al-

Fārābīʼs
E

pistem
ology,”

A
rabic

Sciences
and

P
hilosophy

16,

2006,pp.
11-45;

J.
M

cG
innis,

“A
vicennaʼs

N
aturalized

E
pistem

ology
and

Scientific
M

ethod,”
in

S.
R

ahm
an

et
al.(eds),

The
U

nity
of

Science
in

the
A

rabic
T

radition:
Science,

L
ogic,

E
pistem

ology
and

their

Interactions,
D

ordrecht,

2008,pp.

129-152
を
参
照
。

⑧

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
も
参
照
す
る
よ
う
に
。D

.
G

utas,

“M
edical

T
heory

and
Scientific

M
ethod

in
the

A
ge

of
A

vicenna,”
in

D
.

C
.

R
eism

an
and

A
.

H
.

al-R
ahim

(eds.),
B

efore
and

after
A

vicenna:

P
roceedings

of
the

F
irst

C
onference

of
the

A
vicenna

Study
G

roup,

L
eiden,

2003,pp.

151-152.

⑨

経
験
と
は
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
同
一
条
件
下
で
同
一
の
現
象
、

例
え
ば
「
ス
カ
モ
ニ
ア
は
黄
胆
汁
を
下
す
」
と
い
う
現
象
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

こ
の
現
象
は
偶
然
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推

論
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ス
カ
モ
ニ
ア
に
は
意
志
が
な
い
か
ら
、
こ
の
現
象
を
引
き

起
こ
し
た
原
因
は
、
種
の
自
然
本
性
に
由
来
す
る
能
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

経
験
に
つ
い
て
はIbn

Sīnā,
al-B

urhān,
A

.
A

.
A

fīfī
(ed.),

al-Q
āhira,

1956,
p.

95-98;Ibn
Sīnā,

al-N
ajāt,

p.

61;M
cG

innis

2008;D
.

G
utas,

“T
he

E
m

piricism
of

A
vicenna,”

O
riens,

40,

2012,pp.

391-436
な
ど
を
参
照
。

経
験
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
る
知
識
は
、
特
定
の
状
況
に
対
応
す
る
実
践
的
知
識
に

限
ら
れ
る
が
、
経
験
に
よ
っ
て
理
論
的
知
識
が
影
響
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
イ
ブ

ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
医
学
に
お
け
る
経
験
と
知
識
の
関
係
に
つ
い
て
はG

utas

2003,p.

160
を
参
照
の
こ
と
。

⑩

Ibn
Jum

ayʿ,
Treatise

to
Ṣalāḥ

ad-D
īn

on
the

revival
of

the
art

of

m
edicine,

H
.

Fähndrich
(ed.),

W
iesbaden,

1983,p.

17（
以
下
、ṢD

）.

⑪

「
普
遍
的
で
一
般
的
な
事
柄
」
に
は
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
分
類
に
お
け

る
理
論
的
知
識
に
対
応
す
る
も
の
は
確
実
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
践
的
知

識
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
実
践
的
知
識
は
経
験
を
通
し

て
無
際
限
に
増
加
す
る
か
ら
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
々
の
病
気
の
治
癒
論
や
薬

学
も
知
識
で
あ
る
以
上
は
あ
る
程
度
の
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
イ
ブ

ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
は
あ
る
程
度
の
実
践
的
知
識
も
医
学
書
に
よ
っ
て
学
ば
れ
る
も

の
と
見
な
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

⑫

「
ノ
ー
ト
を
取
る
」
と
現
代
の
我
々
が
呼
ぶ
よ
う
な
行
為
を
、
中
世
の
医
者
た

ち
が
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
サ
ー
イ

ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
サ
ン
（Ṣāʿid

Ibn
al-Ḥ

asan

一
〇
七
二
年
没
）
は
『
医
学
の

魅
惑
（al-Tashw

īq
al-ṭibbī

）』
の
中
で
、
頻
繁
に
病
院
を
訪
れ
て
珍
し
い
症
例

を
記
録
簿
（dustūr

）
に
記
し
、
他
の
医
者
た
ち
も
そ
れ
を
参
照
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
読
者
に
勧
め
て
い
る
。Ṣāʿid

Ibn
al-Ḥ

asan,
D

as
B

uch
A

t-

Tašw
īq

aṭ-Ṭibbī
des

Ṣāʿīd
ibn

al-Ḥ
asan:

ein
A

rabisches
A

dab-W
erk

über
die

B
ildung

des
A

rztes,
O

.
Spies

(ed.),
B

onn,

1968,pp.

22b

-23a.

ま
た
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
複
数
の
短
い
断
章
（faṣl

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
『
医
学

断
章
集
（al-F

uṣūl
fī

al-ṭibb

）』
と
い
う
医
学
書
を
書
い
た
が
、
彼
は
こ
の
序

文
の
中
で
、「
私
は
こ
れ
ら
の
断
章
を
、
覚
書
（tadhkira

）
の
よ
う
に
、
私
自
身

の
た
め
に
選
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。M

aim
onides,

M
edical

A
phorism

s
=

K
itāb

al-fuṣūl
fī

al-ṭibb:
A

P
arallel

A
rabic-E

nglish
E

dition,
G

.
B

os
(ed.

and
trans.),

T
reatise

1-9,Provo,

2004,p.

7（
以
下
、FṬ

）.

ラ
ー
ズ
ィ
ー
は

彼
自
身
の
観
察
と
考
察
を
記
し
た
膨
大
な
量
の
覚
書
を
遺
し
た
が
、
彼
の
死
後
、

そ
れ
ら
は
『
包
括
の
書
（K

itāb
al-ḥāw

ī
fī

al-ṭibb

）』
と
い
う
名
で
医
学
書
と

し
て
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
記
録
簿
」
や
「
覚
書
」
は
、
い
ま
だ
知
識
と
し

て
確
定
し
て
い
な
い
個
々
の
感
覚
的
体
験
（ḥass

）
を
書
き
留
め
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
書
か
れ
た
内
容
が
医
学
書
に
記
さ
れ
る
知
識

の
資
格
を
得
る
場
合
も
あ
る
が
、「
記
録
簿
」
や
「
覚
書
」
そ
の
も
の
は
医
学
書

と
は
根
本
的
に
異
な
る
記
述
の
あ
り
方
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
「
ノ
ー

ト
」
に
つ
い
て
は
、L

ev

2013;H
oki

2017
も
参
照
。

中世アラビア医学において、実践について言われたことと言われなかったこと（法貴）

53 ( 53 )



⑬
ṢD

,
pp.

17-18.
⑭

形
相
と
質
料
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
学
問
の
受
容
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
ア
ラ

ビ
ア
哲
学
の
基
本
的
用
語
で
あ
り
、
様
々
な
意
味
合
い
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
は
形

相
は
普
遍
化
の
原
理
、
質
料
は
個
体
化
の
原
理
で
あ
る
と
捉
え
て
お
く
。

⑮

Ibn
R

ushd,
al-K

ullīyāt
fī

al-ṭibb,
M

.
A

.
Jābirī

(ed.),
B

ayrūt,

1999,pp.

376-381（
以
下
、K

Ṭ

）.

⑯

K
Ṭ

,
p.

130.

⑰

M
.

フ
ー
コ
ー
『
臨
床
医
学
の
誕
生
』
神
谷
美
恵
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇

一
一
年
、
一
九
六
〜
一
九
七
頁
。

第
二
章

カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
実
践

第
一
節

書
簡
に
つ
い
て

次
に
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
通
の
書
簡T

-S

10J

16.

16
とT

-S
N

S

327.

93
に
医
療
の
実
践
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
は
と
も
に
眼
病
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
医
学
関
連
文
書
の
う
ち
、
最
も
多

い
も
の
は
眼
科
学
関
連
の
文
書
で
あ
る
た
め①
、
眼
病
は
当
時
の
フ
ス
タ
ー
ト
の
人
々
を
頻
繁
に
悩
ま
せ
て
い
た
病
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
の
特
徴
は
、
眼
病
の
診
断
か
ら
実
際
に
行
わ
れ
た
（
ま
た
は
行
わ
れ
る
予
定
の
）
治
療
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
医
学
関
連
の
書
簡
は
わ
ず
か
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が
、
特
定
の
病
に
対
す
る
一
連
の
治
療
プ
ロ

セ
ス
が
記
さ
れ
た
文
書
は
、
管
見
が
及
ぶ
限
り
、
こ
の
二
点
の
み
で
あ
る
。
以
後
、T

-S

10J

16.

16
を
書
簡
一
、T

-S
N

S

327.

93
を
書
簡
二

と
す
る
。
書
簡
一
に
は
英
語
訳
と
日
本
語
訳
が
あ
る
が②
、
書
簡
二
は
先
行
研
究
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
二
つ
の
書
簡
の
内
容
を
要
約

し
て
お
く
。

書
簡
一
は
、
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
（A

bū
Z

ikrī ③
）
と
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
（A

bū
ʿA

lī

）
と
い
う
二
人
の
眼
科
医
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
書

簡
で
あ
る
。
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
に
よ
る
書
簡
の
裏
面
に
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
返
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
は
、
彼
の

も
と
を
訪
れ
た
男
性
が
患
っ
て
い
る
複
数
の
眼
病
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
、
師
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
助
言
を
求
め
て
い
る
。
ア
ブ
ー
・
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ズ
ィ
ク
リ
ー
は
患
者
の
症
状
を
診
断
し
た
後
、
い
く
つ
か
の
治
療
を
試
み
た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
は
、
ア

ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
報
告
し
た
診
断
結
果
に
基
づ
い
て
、
彼
と
は
異
な
る
治
療
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。

書
簡
二
は
、
カ
ル
ユ
ー
ブ
（Q

alyūb ④
）
と
い
う
村
に
滞
在
し
て
い
る
眼
病
患
者
が
カ
イ
ロ
に
住
ん
で
い
る
眼
科
医
に
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
患
者
は
カ
イ
ロ
で
眼
科
医
の
診
断
を
受
け
、
治
療
方
法
の
指
示
を
得
た
後
カ
ル
ユ
ー
ブ
に
移
動
し
た
。
患
者
は
そ
こ
で
眼
科
医
の
指

示
通
り
の
治
療
を
自
ら
行
っ
た
が
、
症
状
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
。
書
簡
の
書
き
手
は
患
者
本
人
で
あ
る
。

以
下
で
、
二
通
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
診
断
と
処
方
の
実
践
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
医
学
書
の
理
論
と
比
較
し
つ
つ
読
み
解
き
た
い
。
こ
れ
ら

の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
医
学
書
の
記
述
対
象
に
は
な
ら
な
い
「
実
際
に
行
う
こ
と
」
も
し
く
は
「
特
殊
な
事
柄
」
の
具
体
例
で
あ
る
。

厳
密
な
意
味
で
の
知
識
で
は
な
い
実
践
の
現
場
に
お
け
る
諸
々
の
認
識
が
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
の
か
を
確
か
め
た
い
。

第
二
節

診

断

書
簡
一
の
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
に
よ
る
記
述
か
ら
、
彼
が
患
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
診
断
を
下
し
た
の
か
が
わ
か
る
。
彼
に
よ
る
と
、

患
者
は
「
角
膜
表
面
に
で
き
た
大
理
石
の
よ
う
な
白
色
の
第
三
種
の
潰
瘍⑤
（qarḥa

fī
ẓāhir

al-qarniyya
ṣinf

thālith
bayḍā

rukhām
iyya

）」、「
痛

み
を
伴
う
黄
胆
汁
質
か
つ
血
液
質
の
結
膜
炎⑥
（ram

ad
ḥādd

ṣafrāw
ī

w
a-dam

aw
ī

）」、「
第
四
種
（al-jins

al-rābiʿ

）」
の
「
瞼
の
発
疹⑦
（jarab

）」

と
い
う
三
つ
の
眼
病
を
患
っ
て
い
る⑧
。

こ
こ
で
三
つ
の
眼
病
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
第
三
種
」
や
「
黄
胆
汁
質
か
つ
血
液
質
」、「
第
四
種
」
と
い
っ
た
言
葉
で
さ
ら
に
細
か
く
分
類
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
診
断
方
法
は
全
て
、
当
時
読
ま
れ
て
い
た
眼
科
学
文
献
に
見
ら
れ
る
診
断
論
に
よ
っ
て
説
明
で
き

る
。
例
え
ば
フ
ナ
イ
ン
は
、
角
膜
表
面
に
で
き
た
潰
瘍
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
一
種
は
角
膜
の
表
面
に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
フ
ル
ー
ス
（akhlūs

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
角
膜
の
表
面
に
生
じ
、
煙
の
色
に
似
て
お
り
、
目
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の
黒
い
部
分
の
大
部
分
を
覆
う
。

第
二
種
は
ナ
ー
フ
ァ
ー
リ
ユ
ー
ン
（nāfāliyūn

）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
ア
フ
ル
ー
ス
よ
り
も
深
い
潰
瘍
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
白
く
、
小
さ
い
。

第
三
種
は
、
ア
ル
ギ
ー
ム
ー
ン
（arghīm

ūn

）
と
呼
ば
れ
、〔
目
の
〕
黒
い
部
分
の
縁
に
生
じ
る
潰
瘍
で
あ
り
、
白
い
部
分
も
若
干
覆
う
。
こ
れ
に
は

二
色
あ
る
。
縁
の
外
に
あ
る
も
の
は
赤
色
で
あ
り
、
縁
の
内
側
に
あ
る
も
の
は
白
色
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
縁
の
内
側
に
あ
る
潰
瘍
は
角
膜
に
生
じ
、

縁
の
外
に
あ
る
も
の
は
結
膜
に
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
膜
の
潰
瘍
は
全
て
赤
く
、
角
膜
の
潰
瘍
は
全
て
白
に
近
い
。

第
四
種
は
ア
ビ
ー
ク
ー
マ
ー
（abīqūm

ā

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
角
膜
の
表
面
に
生
じ
る
分
枝
状
の
潰
瘍
で
あ
る⑨
。

こ
れ
と
同
様
の
分
類
は
『
医
学
典
範
』
な
ど
の
他
の
医
学
書
に
も
見
ら
れ
る⑩
。
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
報
告
す
る
角
膜
潰
瘍
は
、
角
膜
の
表

面
に
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
と
、
白
色
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
複
数
の
眼
科
学
文
献
に
共
通
す
る
分
類
に
お
け
る
第
三
種
の
角
膜
潰
瘍
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
に
よ
る
結
膜
炎
の
診
断
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
も
眼
科
学
文
献
の
診
断
論
の
観
点
か
ら
解
釈
で
き
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
（ʿA

lī
ibn

ʿĪsā
一
〇
一
〇
年
没
）
に
よ
る
と
、
結
膜
炎
は
埃
や
煙
な
ど
の
外
部
の
原
因
に
よ
っ
て
直
接
引

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
、
四
体
液
の
う
ち
の
一
つ
ま
た
は
複
数
が
結
膜
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
の
場

合
、
結
膜
炎
の
性
質
は
流
入
し
た
体
液
の
種
類
に
応
じ
て
異
な
る⑪
。
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
の
記
述
か
ら
、
彼
が
こ
の
患
者
の
結
膜
炎
を
黄
胆

汁
と
血
液
の
流
入
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
、
瞼
の
発
疹
の
診
断
を
見
て
み
た
い
。
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
は
瞼
の
発
疹
に
つ
い
て
「
第
四
種
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
当

時
の
眼
科
学
文
献
で
は
、
瞼
の
発
疹
は
四
段
階
で
症
状
の
深
刻
さ
が
判
断
さ
れ
た
。
フ
ナ
イ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

瞼
の
発
疹
に
は
四
つ
の
種
が
あ
る
。
第
一
種
は
ダ
ー
ス
ィ
ー
テ
ィ
ー
ス
（dāsītīs

）
と
呼
ば
れ
、
軽
度
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
種
は
タ
ラ
ー
キ
ー
テ
ィ
ー
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ス
（ṭarākhītīs

）
と
呼
ば
れ
、﹇
手
触
り
は
﹈
粗
い
。
第
三
種
は
ス
ー
ク
ー
ス
ィ
ー
ス
（sūqūsīs

）
と
呼
ば
れ
、
イ
チ
ジ
ク
状
で
あ
る
。
第
四
種
は
ト

ゥ
ー
ル
ー
ス
ィ
ー
ス
（tūlūsīs

）
と
呼
ば
れ
粗
く
、
硬
い⑫
。

ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
言
う
「
第
四
種
」
の
瞼
の
発
疹
は
、
医
学
書
の
分
類
に
お
け
る
最
も
深
刻
な
瞼
の
発
疹
に
当
て
は
ま
る
。
以
上
、
ア

ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
に
よ
る
診
断
を
当
時
読
ま
れ
て
い
た
眼
科
学
文
献
の
診
断
論
の
観
点
か
ら
解
釈
し
て
き
た
が
、
彼
に
よ
る
診
断
は
全
て
、

医
学
文
献
に
見
ら
れ
る
診
断
論
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
書
簡
二
に
記
さ
れ
た
診
断
を
見
て
み
た
い
。
書
簡
の
書
き
手
は
結
膜
炎
、
陥
凹
（ḥafar

）、
痛
み
と
痒
み
（alam

w
a-l-ḥadīd ⑬

）、
視
界

の
浮
遊
物
（khayāl

）、
角
膜
白
斑
（bayāḍ ⑭
）
を
患
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
眼
病
の
一
つ
一
つ
に
対
す
る
診
断
は
、
書
簡
一
に
見

ら
れ
た
も
の
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
。
し
か
し
、
書
簡
の
差
出
人
は
複
数
の
症
状
を
列
挙
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
症
状
を
因
果
関
係
の
中
に

位
置
づ
け
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
陥
凹
は
、
角
膜
の
深
部
に
お
い
て
、
角
膜
を
構
成
す
る
諸
部
分
が
消
失
す
る
こ
と
で
生
じ
る
眼
病
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は

い
く
つ
か
の
原
因
が
あ
る
が
、
角
膜
潰
瘍
か
ら
派
生
的
に
陥
凹
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る⑮
。
ま
た
視
界
の
浮
遊
物
は
、
空
気
中
に
拡
散
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
像
（ashbāḥ

）
で
あ
り
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
角
膜
の
内
側
に
あ
る
傷
跡
（athar

）
で
あ
る⑯
。
角
膜
白
斑
は
、
角
膜
に
生
じ
た

傷
跡
の
一
種
で
あ
り
、
角
膜
表
面
に
生
じ
る
も
の
と
深
部
に
生
じ
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
が
、
後
者
が
特
に
白
斑
（bayāḍ

）
と
呼
ば
れ
る
。

角
膜
白
斑
も
、
角
膜
に
生
じ
た
潰
瘍
や
膿
疱
の
派
生
的
な
結
果
と
し
て
生
じ
る⑰
。
従
っ
て
、
陥
凹
と
視
界
の
浮
遊
物
と
角
膜
白
斑
は
、
眼
科
学

文
献
の
病
因
論
に
よ
る
と
、
と
も
に
角
膜
に
生
じ
た
何
ら
か
の
異
常

恐
ら
く
は
角
膜
潰
瘍

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
膜
炎
に

つ
い
て
は
先
ほ
ど
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
痛
み
と
痒
み
は
、
文
献
の
中
で
は
結
膜
炎
と
関
連
付
け
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い⑱
。
以
上
の
こ

と
を
総
合
す
る
と
、
書
簡
二
に
記
さ
れ
た
症
状
群
は
、
結
膜
炎
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
、
角
膜
の
異
常
か
ら
派
生
す
る
も
の
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡
の
差
出
人
は
、
自
ら
が
経
験
し
た
症
状
を
、
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
の
診
断
論
と
病
因
論
の
観
点
か
ら
、
適
切
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に
分
析
し
記
述
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
通
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
診
断
の
実
践
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
の
診
断
論
と
異
な
る
点
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

医
学
文
献
の
診
断
論
は
、
実
際
の
診
断
の
現
場
に
お
い
て
、
眼
で
見
た
も
の
を
分
析
す
る
た
め
の
規
範
的
枠
組
み
を
提
供
し
て
い
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
書
簡
二
に
お
け
る
各
々
の
眼
病
の
診
断
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
書
簡
一
ほ
ど
詳
細
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
両
者
は
基
本
的
な
診

断
の
技
法
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
と
も
診
断
時
に
お
け
る
特
定
の
目
の
状
態
を
、
複
数
の
単
純
な
眼
病
が
結
合
し
た
も
の

と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
だ
。
当
然
な
が
ら
、
二
通
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
実
際
の
症
状
が
現
代
の
医
学
の
観
点
か
ら
見
て
何
で
あ
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。
診
断
の
対
象
が
実
際
に
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
当
の
眼
の
状
態
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
に
列
挙
さ
れ
て
い
る

各
々
独
立
し
た
眼
病
群
の
網
目
を
通
し
て
分
析
さ
れ
、
分
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
で
、
単
純
な
眼
病
の
一
つ
一
つ
に
さ
ら
に
細
か
い
分
類

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
現
時
点
で
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
、
実
際
に
行
わ
れ
た
診
断
が
記
さ
れ
た
ゲ
ニ
ザ
文
書
は
こ
の
二
通
の
書
簡
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
二
例
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
当
時
の
眼
科
医
は
特
定
の
眼
の
状
態
を
複
数
の
単
位
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
状
態

に
対
し
て
よ
り
精
緻
な
考
察
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
以
下
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
診
断
方
法
が
治
療

に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。第

三
節

治

療

（
一
）
書
簡
一
の
治
療

書
簡
一
の
表
に
は
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
行
っ
た
治
療
が
、
裏
に
は
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
が
指
示
し
た
治
療
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
確

認
し
た
よ
う
に
、
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
は
患
者
が
三
つ
の
眼
病
を
患
っ
て
い
る
と
診
断
し
た
が
、
書
簡
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
限
り

で
、
彼
が
行
っ
た
治
療
は
症
状
の
複
雑
さ
に
釣
り
合
わ
な
い
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
眼
病
に
対
し
て
、

「
数
日
間
瀉
血
（faṣd

）
を
し
た
後
に
、
ス
ミ
レ
の
錠
剤
（qurṣ

al-banafsaj

）
で
〔
体
液
を
〕
瀉
出⑲
」
す
る
こ
と
で
治
療
を
試
み
た
。
こ
の
後
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で
彼
は
「
鉛
の
シ
ヤ
ー
フ
（ashyāf

ābār ⑳
）」
も
使
用
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ヤ
ー
フ
（shiyāf

）
と
は
目
薬
の
一
種
で
あ

り
、
ク
フ
ル
（kuḥl

）
や
バ
ル
ー
ド
（barūd

）
な
ど
の
他
の
種
類
の
目
薬
と
と
も
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
で
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る㉑
。
鉛

の
シ
ヤ
ー
フ
は
、
角
膜
潰
瘍
に
よ
っ
て
欠
損
し
た
患
部
を
埋
め
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た㉒
。
し
た
が
っ
て
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
は
、

三
つ
の
眼
病
に
対
し
て
、
瀉
血
と
下
剤
に
よ
っ
て
体
液
を
排
出
し
た
後
に
、
鉛
の
シ
ヤ
ー
フ
で
傷
口
を
ふ
さ
ぐ
と
い
う
包
括
的
な
治
療
を
試
み

た
こ
と
が
わ
か
る
。
体
液
の
瀉
出
は
あ
ら
ゆ
る
眼
病
に
対
し
て
行
わ
れ
る
一
般
的
な
治
療
で
あ
り
、
鉛
の
シ
ヤ
ー
フ
は
彼
が
診
断
し
た
角
膜
潰

瘍
に
効
果
が
あ
る
薬
品
で
あ
る
た
め
、
彼
が
行
っ
た
治
療
は
理
論
的
に
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
患
者
の
症

状
の
複
雑
さ
を
考
慮
し
た
上
で
こ
れ
ら
の
治
療
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
書
簡
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

次
に
、
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
が
指
示
し
た
治
療
を
見
て
み
た
い
。
彼
は
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
と
対
照
的
に
、
症
状
の
複
雑
性
に
注
意
を
向
け

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
「
角
膜
潰
瘍
が
生
じ
て
い
る
と
同
時
に
黄
胆
汁
質
で
…
複
合
的
な
結
膜
炎
も
伴
っ
て
い
る
場

合㉓
」
や
「〔
瞼
の
発
疹
と
同
時
に
生
じ
て
い
る
〕
結
膜
炎
が
複
合
的
な
状
態
で
あ
れ
、
単
純
な
状
態
で
あ
れ
、
結
膜
炎
に
適
し
た
目
薬
を
〔
瞼

の
発
疹
に
適
し
た
薬
品
よ
り
も
〕
先
に
用
い
る
よ
う
に㉔
」
と
い
う
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
症
状
が
複
雑
で
あ
る
場
合
、
用

い
る
目
薬
も
こ
の
複
雑
さ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
例
え
ば
こ
の
事
例
に
お
け
る
結
膜
炎
は
、
黄

胆
汁
と
血
液
に
よ
っ
て
生
じ
た
そ
れ
自
体
で
複
合
的
な
眼
病
で
あ
る
が
、
原
因
と
な
っ
た
黄
胆
汁
と
血
液
の
性
質
は
異
な
る
た
め㉕
、
血
液
の
性

質
を
緩
和
す
る
薬
品
が
黄
胆
汁
の
性
質
を
強
化
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
問
題
が
異
な
る
眼
病
間
に
お
い
て
も
生
じ
る
。

結
膜
炎
に
効
く
薬
品
に
は
「〔
瞼
の
〕
発
疹
の
実
体
を
増
加
さ
せ
る㉖
」
危
険
性
が
あ
る
こ
と
に
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
が
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
特
定
の
眼
病
に
効
く
薬
品
は
、
他
の
眼
病
を
刺
激
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
複
数
の
眼
病
が
同
時
に
発
症
し

て
い
る
事
例
の
対
処
方
法
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る㉗
。
し
た
が
っ
て
眼
科
医
は
、
複
雑
な
症
状
に
対
し
て
、
四

性
質
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
繊
細
な
治
療
方
針
を
考
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
は
、

当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
の
中
で
目
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
稀
な
多
彩
な
単
純
薬
品
群
（
キ
ス
ツ
ス
、
ワ
サ
ビ
ノ
キ
、
樟
脳
、
ギ
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ン
バ
イ
カ
な
ど
）
を
用
い
て
、
三
つ
の
眼
病
の
う
ち
の
特
定
の
眼
病
に
効
果
が
あ
り
、
か
つ
他
の
眼
病
を
刺
激
し
な
い
よ
う
な
治
療
を
行
う
こ

と
を
提
案
し
た㉘
。
彼
が
指
示
し
た
単
純
薬
品
群
は
眼
科
学
文
献
で
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
彼
個
人
も
し
く
は
彼
に
近
い
人

物
の
経
験
的
知
識
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
が
体
液
を
排
出
し
た
後
に
傷
口
を
埋
め
る
と
い
う
包
括
的
な
治
療
を
し
た
の
に
対
し
、
ア

ブ
ー
・
ア
リ
ー
は
症
状
の
複
雑
さ
に
注
意
を
向
け
、
そ
の
複
雑
さ
に
適
し
た
治
療
を
提
示
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語

医
学
文
献
は
複
雑
な
状
況
に
対
す
る
対
処
方
法
を
十
分
に
言
語
化
し
た
わ
け
で
は
な
い㉙
。
例
え
ば
、
カ
イ
ス
ィ
ー
（A

bū
al-ʿA

bbās
A

ḥm
ad

ibn

ʿU
thm

ān
ibn

H
ibat

A
llāh

al-Q
aysī

一
二
五
九
年
没
）
も
複
合
的
な
結
膜
炎
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、「
そ
れ
（
複
合
的
な
結
膜
炎
）
へ
の
対
処
は
、

〔
複
合
的
な
結
膜
炎
が
〕
そ
れ
ら
か
ら
結
合
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
体
液
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
。
対
処
は
、
そ
れ
ら
（
諸
体
液
）
の
中
で
優
勢
な

も
の
に
応
じ
て
、
実
践
が
要
請
し
、
努
力
が
至
ら
し
め
る
も
の
に
依
拠
し
て
な
さ
れ
る㉚
」
と
だ
け
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
彼
は
結
膜
炎
の
原
因

と
な
っ
た
複
数
の
体
液
の
う
ち
、
優
勢
な
体
液
に
応
じ
て
治
療
す
る
と
い
う
大
ま
か
な
治
療
方
針
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
複
数
の
体
液

が
混
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
特
定
の
割
合

イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
が
言
う
「
書
き
記
す
こ
と
が
不
可
能
な
付
帯
的
性
質
」
の
付
随

や
、
そ
れ
に
精
確
に
対
応
す
る
薬
品
の
種
類
は
、
理
論
的
知
識
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ず
、「
実
践
が
要
請
し
、
努
力
が
至
ら
し
め
る
も
の
」

と
し
か
言
え
な
い
も
の
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
書
簡
一
の
よ
う
に
、
同
じ
症
状
に
対
し
て
複
数
の
治
療
方
法
が
考
え
ら
れ
る
場

合
、
治
療
方
法
を
選
択
す
る
際
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
医
学
書
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
。
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
よ
う
に
、
症
状
の
複
雑
さ
に
精

確
に
対
応
す
る
よ
う
な
経
験
的
知
識
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
学
書
の
治
癒
論
で
大
ま
か
に
指
示
さ
れ
て
い
る
治
療
方
針

複
合
的
な
状

態
を
単
純
な
ユ
ニ
ッ
ト
群
に
分
け
、
そ
の
中
の
特
定
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
効
果
的
で
、
か
つ
他
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
刺
激
し
な
い
治
療
を
考
案
す
る
こ
と

が
実
現
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
書
簡
一
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
医
学
書
か
ら
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
特
殊
な
事
例
に

お
け
る
決
定
能
力

イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
「
行
為
す
る
た
め
の
能
力
」

に
よ
っ
て
、
同
一
の
症
状
に
対
し
て

全
く
異
な
る
治
療
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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（
二
）
書
簡
二
の
治
療

書
簡
二
に
も
複
数
の
治
療
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
の
差
出
人
が
最
初
に
服
用
し
た
薬
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ア
ヤ
ー
リ
ジ
ュ
（ayārij

）
を
日
中
に
服
用
し
、
朝
は
お
湯
と
と
も
に
リ
コ
リ
ス
（ʿirq

sūs

）
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
（usṭūkhūdus

）
を
五
デ
ィ
ル
ハ
ム
、
マ
ジ

ョ
ラ
ム
（m

ardaqūsh

）
を
五
デ
ィ
ル
ハ
ム
、
緑
の
松
脂
（ratānaj

akhḍar

）
を
服
用
し
ま
し
た㉛
。

ア
ヤ
ー
リ
ジ
ュ
は
体
液
を
下
す
た
め
の
舐
剤
で
あ
り32
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
黄
胆
汁
で
満
た
さ
れ
て
い
る
人
を
嘔
吐
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
た33
。
リ
コ
リ
ス
と
マ
ジ
ョ
ラ
ム
と
緑
の
松
脂
の
用
途
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
訳
出
部
分
の
直
後
に
「
こ
れ
に
よ
っ
て
毎

日
、
便
通
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
記
述
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
述
の
薬
品
は
下
剤
と
し
て
服
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
毎

日
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
体
液
の
瀉
出
は
数
日
間
続
け
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

続
い
て
書
簡
の
差
出
人
は
、
以
下
の
よ
う
な
薬
品
を
服
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

五
ラ
ト
ル
の
砂
糖
漬
け
の
ミ
ロ
バ
ラ
ン
（halīlaj

m
urabban

）
と
、
一
ラ
ト
ル
の
砂
糖
漬
け
の
バ
ラ
（w

ard
m

urabban

）
と
、
一
ラ
ト
ル
の
マ
ル
メ
ロ

（safarjal

）、
さ
ら
に
こ
れ
に
ア
ニ
ス
（anisūn

）
と
マ
ス
チ
ッ
ク
（m

uṣṭakā

）、
一
ミ
ス
カ
ー
ル
の
ジ
ン
コ
ウ
（ʿūd

）
を
加
え
、
そ
れ
を
日
中
に
服
用

し
ま
し
た
。
二
〇
日
間
を
〔
こ
れ
ら
の
薬
品
の
服
用
に
〕
費
や
し
ま
し
た34
。

以
上
の
記
述
の
み
か
ら
、
何
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
薬
品
が
服
用
さ
れ
た
の
か
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
ず
は
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い

る
ミ
ロ
バ
ラ
ン
と
バ
ラ
と
い
う
単
純
薬
品
に
注
目
し
た
い
。
ミ
ロ
バ
ラ
ン
は
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
の
中
で
最
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
単
純
薬

品
で
あ
る35
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
か
ら
発
見
さ
れ
た
処
方
箋
に
よ
る
と
、
ミ
ロ
バ
ラ
ン
は
舐
剤36
や
シ
ロ
ッ
プ37
、
目
薬38
な
ど
の
材
料
と
し
て
多
用
さ

中世アラビア医学において、実践について言われたことと言われなかったこと（法貴）

61 ( 61 )



れ
て
い
た
。
一
方
バ
ラ
は
、
ゲ
ニ
ザ
文
書
の
中
で
二
番
目
に
多
く
登
場
す
る
単
純
薬
品
で
あ
り39
、
目
薬40
や
舐
剤41
、
粉
薬42
な
ど
の
材
料
と
し
て
用

い
ら
れ
た
。
ミ
ロ
バ
ラ
ン
と
バ
ラ
が
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
複
合
薬
品
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
単
純
薬
品

が
特
殊
な
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
『
医
学
典
範
』
に
よ
る
と
、
マ
ル
メ
ロ
に
は
余
分
な
体
液

が
流
入
し
た
臓
器
を
強
化
す
る
作
用
が
あ
り
、
マ
ス
チ
ッ
ク
と
ジ
ン
コ
ウ
に
は
胃
を
強
化
す
る
作
用
が
あ
る43
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
薬
品
は

体
液
を
排
出
し
た
後
の
身
体
の
気
質
を
整
え
る
と
と
も
に
、
胃
を
強
化
す
る
た
め
に
服
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

書
簡
二
の
差
出
人
は
、
上
述
の
複
数
の
薬
品
を
一
定
期
間
服
用
し
た
後
で
、
よ
う
や
く
目
薬
を
使
用
す
る
。

赤
い
シ
ヤ
ー
フ
（ashyāfa

ḥam
rā

）
を
使
用
し
、
三
、
四
日
後
に
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
の
ク
フ
ル
（kuḥl

ʿazīzī

）
を
使
用
し
、﹇
患
部
の
膿
な
ど
を
﹈
一
掃

し
、
湿
布
を
当
て
ま
す44
。

シ
ヤ
ー
フ
の
一
種
で
あ
る
赤
い
シ
ヤ
ー
フ45
に
は
弱
い
も
の
と
強
い
も
の
の
二
種
類
あ
り
、
弱
い
も
の
は
時
間
が
経
過
し
た
結
膜
炎
や
瞼
の
肥
厚

に
効
果
が
あ
り
、
強
い
も
の
は
瞼
の
発
疹
や
パ
ン
ヌ
ス
（sabal

）
に
効
果
が
あ
る46
。
書
簡
に
は
薬
品
の
強
弱
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
既
に

述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
患
者
は
結
膜
炎
を
患
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
弱
い
赤
い
シ
ヤ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
た
の
な
ら
、
適
切
な
治
療
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
の
ク
フ
ル
は
角
膜
白
斑
と
視
界
の
曇
り
に
効
く
と
さ
れ
る
目
薬
で
あ
る
た
め47
、
こ
の
目
薬
を
選
択
し
た
こ
と

も
診
断
結
果
が
要
請
す
る
治
療
に
合
致
す
る48
。
書
簡
二
の
差
出
人
が
言
及
し
て
い
る
目
薬
は
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
診
断
に
基
づ
い
て
適
切
に
選

択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
書
簡
二
の
最
大
の
特
徴
は
、
治
療
に
費
や
さ
れ
た
日
数
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
体
液
の
瀉
出
と
い
う
最
初
の
治
療
だ
け
で
数

日
か
か
っ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
気
質
の
回
復
に
二
〇
日
間
、
赤
い
シ
ヤ
ー
フ
の
使
用
に
三
、
四
日

間
か
か
り
、
そ
の
後
に
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
の
ク
フ
ル
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
に
お
い
て
、
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病
一
般
は
初
期
（ibtidāʾ

）、
増
大
（tazayyud

）、
終
結
（intihāʾ

）、
快
方
（inḥiṭāṭ

）
と
い
う
四
つ
の
段
階
を
辿
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
四

段
階
の
進
行
は
眼
病
に
も
応
用
さ
れ
、
各
々
の
段
階
に
特
化
し
た
治
療
が
割
り
当
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た49
。
書
簡
二
の
事
例
で
も
、
体
液
の

瀉
出
↓
気
質
の
回
復
↓
赤
い
シ
ヤ
ー
フ
↓
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
の
ク
フ
ル
と
い
う
順
序
で
、
複
数
の
薬
品
が
一
定
の
日
数
を
お
い
て
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
一
連
の
治
療
が
四
段
階
の
進
行
に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
的
な

ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
で
は
、
一
つ
の
段
階
に
対
応
す
る
治
療
に
費
や
さ
れ
る
日
数
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
病
の
諸
段

階
は
、
病
の
原
因
と
な
る
体
液
が
熟
成
（naḍj 50
）
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
区
切
ら
れ
る
の
だ
が
、
日
数
は
あ
ら
ゆ
る
病
に
対
し
て
等
し
い
尺

度
に
な
り
得
な
い
か
ら
だ51
。
治
療
に
費
や
さ
れ
た
具
体
的
な
日
数
を
記
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
書
簡
二
の
史
料
価
値
は
高
い
が
、
同
様
の
記

述
が
他
の
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
事
例
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
書
簡
に
は
第

三
者
が
一
切
登
場
せ
ず
、
か
つ
差
出
人
は
医
者
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
た
め
、
差
出
人
が
自
分
自
身
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
一
連
の
治
療
を
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
こ
の
患
者
が
医
者
の
診
察
を
受
け
続
け
て
い
た
場
合
、
医
者
は
長
期
的
に
患
者
の
状
態
に
配
慮
し
、
患
者
の
病
状

が
ど
の
段
階
に
あ
り
、
ど
の
時
点
で
次
の
治
療
に
移
行
す
べ
き
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
書
簡
二
の
治
療
で
興
味
深
い
点
は
、
目
薬
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
に
か
な
り
の
日
数
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
書
簡
の
書
き
手

は
、
最
初
に
用
い
ら
れ
た
下
剤
に
つ
い
て
は
完
了
形
で
「
服
用
し
（istaʿm

altu

）」
と
言
い
、
気
質
を
調
整
し
胃
を
強
化
す
る
薬
品
に
つ
い
て
も

完
了
形
で
「
服
用
し
ま
し
た
（istaʿm

altuhu

）」
と
言
っ
て
い
る
が
、
目
薬
に
つ
い
て
は
未
完
了
形
で
「
赤
の
洗
眼
剤
を
使
用
し
（aktaḥilu

）、

三
、
四
日
後
に
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
ク
フ
ル
を
使
用
し
（aktaḥilu

）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
差
出
人
は

書
簡
を
書
い
て
い
る
時
点
で
体
液
の
瀉
出
と
胃
の
強
化
を
継
続
な
い
し
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
後
で
目
薬
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
し
か
し
、
眼
科
学
文
献
で
は
、
初
期
段
階
や
増
大
段
階
で
目
薬
の
使
用
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い52
。
恐
ら
く
こ
の
事
例
は
、

医
学
書
の
理
論
以
外
に
も
、
眼
科
医
が
実
践
の
中
で
注
意
を
向
け
る
べ
き
対
象
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
時

の
カ
イ
ロ
の
医
者
た
ち
が
語
っ
た
こ
と
に
依
拠
し
つ
つ
考
察
し
た
い
。
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カ
イ
ロ
で
活
動
し
た
ラ
ビ
で
あ
り
医
者
で
も
あ
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（M

aim
onides

一
二
〇
四
年
没
）
は
『
喘
息
に
つ
い
て
の
論
考
（M

aqāla
fī

al-rabw
）』
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
ブ
ー
・
ナ
ス
ル
・
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
（A

bū
N

aṣr
al-Fārābī

九
五
〇
年
没
）
は
、
医
学
と
操
舵
術
と
農
学
に
お
い
て
は
、
結
果
が
行
為
に
必
然
的

に
付
随
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
と
い
う
の
も
、
医
者
が
可
能
な
限
り
最
も
完
成
さ
れ
た
状
態
で
す
べ
き
こ
と
を
全
て
行
い
、
彼
も
し
く
は
患
者

に
よ
る
誤
り
が
起
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
目
的
で
あ
る
快
復
に
は
至
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
明
ら
か
だ
。
我
々
の
も
と
に

あ
る
作
用
因
は
医
学
の
み
で
は
な
く
、
医
学
と
〔
患
者
の
〕
自
然
本
性
（ṭabīʿa

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
然
本
性
は
、
こ
の
論
考
で
既
に
述
べ
た
い
く
つ
か

の
原
因
に
は
反
応
し
な
い
か
も
し
れ
な
い53
。

こ
こ
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
治
療
の
実
践
に
お
い
て
、
医
者
に
よ
る
特
定
の
行
為
が
特
定
の
結
果
を
必
然
的
に
引
き
起
こ
す
こ
と
を
妨
げ
る

理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
は
、「
我
々
の
も
と
に
あ
る
作
用
因
」、
す
な
わ
ち
、
あ
る
患
者
に
快
復
や
悪
化
な
ど
を
も
た
ら
す

原
因
に
は
、
医
学54
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
本
性
と
い
う
要
因
も
ま
た
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
医
療
の
現
場
で
は
、
理
論
的
な
い
し
実

践
的
な
知
識
と
そ
れ
ら
に
依
拠
し
て
発
動
す
る
行
為
が
形
作
る
医
学
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
の
外
部
に
あ
る
患
者
の
自
然
本
性
と
い
う
二
つ
の
作
用

因
が
働
い
て
お
り
、
現
実
の
病
の
進
展
は
こ
の
両
者
の
連
関
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。「
自
然
本
性
」
と
い
う
語
は
多
義
語
で
あ
る
。

医
学
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
、
動
物
が
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
内
在
的
な
能
力
か
、
も
し
く
は
病
気
の
原
因
が
生
じ
た
ら
こ
れ
を

排
除
す
る
と
同
時
に
、
最
も
重
要
な
身
体
活
動
を
保
持
す
る
能
力
を
意
味
す
る55
。
こ
の
自
然
本
性
が
医
者
の
治
療
と
合
致
し
て
患
者
を
快
復
さ

せ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
両
者
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
た
め
に
患
者
を
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
も
あ
る
し
、
か
み
合
わ
な
か
っ
た
場
合
で
も
自
然

本
性
の
力
だ
け
で
快
復
す
る
こ
と
も
あ
る
。

先
の
訳
出
箇
所
に
お
い
て
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
自
然
本
性
が
医
学
の
外
部
に
存
在
し
、
独
立
し
て
因
果
的
に
何
ら
か
の
事
態
を
引
き
起
こ
す
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も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
彼
が
「
自
然
本
性
が
病
を
癒
す
（al-ṭabīʿa

tashfī
al-am

rāḍ 56
）」
と
い
う
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
帰
さ
れ
る
格
言
を

引
用
す
る
の
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
だ
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
よ
る
と
、
同
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
の
医
者
た
ち
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
強
力
な

作
用
を
持
つ
薬
品
を
処
方
す
る
の
を
避
け
、
効
力
の
弱
い
薬
品
を
少
量
与
え
る
こ
と
で
患
者
を
治
療
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
な

治
療
方
針
を
、
医
者
た
ち
の
無
知
に
由
来
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
患
者
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
が
少
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
程
度
評
価
し
て

い
る57
。
そ
れ
に
対
し
、
彼
と
同
時
代
の
医
者
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
は
、
カ
イ
ロ
の
医
者
た
ち
が
必
要
な
時
に
強
い
薬
品
を
投
与
す
る

勇
気
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
自
然
本
性
の
力
を
常
に
信
頼
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る58
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
カ
イ
ロ
の

医
者
た
ち
は
、
自
然
本
性
を
独
立
し
た
作
用
因
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
と
の
関
係
で
医
者
が
い
か
に
患
者
の
身
体
に
対
し
て
介
入
す
る
か
と
い
う

問
題
を
考
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、「
医
学
を
極
め
、
医
学
の
原
理
を
遵
守
し
、
考
察
と
推
論
を
行
う
医
者
は
、
ど
の
病
気
を
排
除
す
べ
き
か
を
認
識

し
た
後
で
自
然
本
性
の
作
用
に
任
せ
る59
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
然
本
性
と
は
、
人
間
の
理
性
で
は
捉
え
き
れ
な
い
何
か
で

は
な
く
、
固
有
の
論
理
を
有
す
る
も
の
と
し
て
「
考
察
と
推
論
を
行
う
医
者
」
に
よ
っ
て
読
み
解
か
れ
る
対
象
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、

こ
の
記
述
の
直
後
に
「〔
有
能
な
医
者
は
〕
自
然
本
性
を
無
為
の
ま
ま
に
さ
せ
て
お
か
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
だ60
。
つ
ま
り
、
医
者
は
文

字
通
り
病
気
の
進
展
を
「
自
然
に
任
せ
る
」
の
で
も
な
く
、
単
に
患
者
を
放
置
す
る
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
自
然
本
性
が
本
来
の
活
動
を
遂
行

し
、
病
気
が
自
然
な
進
展
を
遂
げ
る
た
め
に
、
医
者
は
患
者
を
取
り
巻
く
状
況
に
継
続
的
に
介
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
医
者
は
こ
の
自
然
本
性

の
動
き
を
常
に
注
視
し
、
病
気
の
段
階
が
転
換
す
る
た
め
の
条
件
を
し
つ
ら
え
な
が
ら
、
こ
の
転
換
期
を
見
極
め
、
し
か
る
べ
き
治
療
方
針
を

組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
転
換
期
に
お
い
て
、
病
気
の
進
行
の
自
律
性
と
医
療
行
為
の
人
為
性
が
矛
盾
な
く
出
会
う
の
で
あ
る
。
書
簡
二

の
治
療
に
お
い
て
目
薬
の
使
用
に
至
る
ま
で
か
な
り
の
日
数
が
か
か
っ
た
こ
と
も
、「
自
然
本
性
が
病
を
癒
す
」
と
い
う
当
時
の
カ
イ
ロ
の
医

者
た
ち
の
自
然
本
性
に
対
す
る
信
頼
と
、
自
律
的
な
自
然
本
性
の
動
き
と
並
走
す
る
も
の
と
し
て
の
医
療
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う61
。
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①
Isaacs

1994
の
カ
タ
ロ
グ
に
拠
る
。

②

転
写
と
英
訳
はA

.
A

shur
and

E
.

L
ev,

“N
ew

G
enizah

D
ocum

ents:

T
hree

Fragm
ents

on
Practical

M
edicine

in
M

edieval
E

gypt,”
G

inzei

Q
edem

9,

2013,pp.

20-25、
日
本
語
訳
は
法
貴
二
〇
一
五
年
、
四
〇
〜
四
二

頁
を
参
照
の
こ
と
。

③

G
oitein

に
よ
る
と
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
マ
リ
ク
・
ア
ズ
ィ
ー
ズ
（al-M

alik

al-ʿA
zīz

一
一
九
八
年
没
）
と
マ
リ
ク
・
ム
ア
ッ
ザ
ム
（al-M

alik
al-

M
uʿaẓẓam

一
二
五
〇
年
没
）
に
典
医
と
し
て
仕
え
た
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
と

い
う
名
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
存
在
し
た
。S.

D
.

G
oitein,

P
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Jew
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E
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C
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Light
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D
ocum

ents,
Jerusalem

,

1980,pp.
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こ
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ア
ブ
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・
ズ
ィ
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書
簡
一
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登
場
人
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一
人
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あ
る
と
す
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ば
、
こ
の
書
簡
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か
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の
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十
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十
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世
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前
半
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
仮
説

を
裏
付
け
る
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
。

④

カ
イ
ロ
の
北
に
位
置
す
る
村
。S.

D
.

G
oitein,

A
M

editerranean
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Jew
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C
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m
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A
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W

orld
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P
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the

D
ocum

ents
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C

airo
G

enizah,
vol.

3,B
erkeley,

1978,p.

257.

⑤

角
膜
潰
瘍
は
、
刺
激
性
や
燃
焼
性
の
あ
る
体
液
が
角
膜
に
流
入
し
、
溜
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
潰
瘍
と
は
肉
に
生
じ
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傷
（jurḥ

）
の
一
種
で
あ
る
。
フ

ナ
イ
ン
の
『
医
学
問
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』
に
よ
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と
、
傷
が
古
く
な
っ
た
も
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が
潰
瘍
で
あ
る
。

矢
口
二
〇
一
〇
年
、
四
二
四
頁
。

⑥

結
膜
炎
は
結
膜
に
生
じ
る
腫
れ
物
（w

aram

）
で
あ
り
、
埃
や
煙
な
ど
の
外
部

の
原
因
に
よ
っ
て
直
接
引
き
起
こ
さ
れ
る
軽
症
の
結
膜
炎
と
、
四
体
液
の
う
ち
の

一
つ
ま
た
は
複
数
が
結
膜
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
重
症
の
結
膜
炎
に

分
け
ら
れ
る
。
結
膜
へ
の
体
液
の
流
入
は
、
上
述
の
外
部
の
原
因
に
よ
っ
て
体
液

が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
、
眼
の
衰
弱
や
脳
に
お
け
る
大
量
の
老
廃
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の

蓄
積
、
も
し
く
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脈
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じ
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K
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⑦

瞼
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発
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、
瞼
へ
の
体
液
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風
（rīḥ

）
の
流
入
、
も
し
く
は
激
し
い
摩
擦

に
よ
っ
て
瞼
に
過
剰
な
熱
が
溜
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
、
ま
た
は
結
膜
炎
の
誤
っ

た
治
療
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
た
。T

K
:

77.

⑧

T
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16.
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八
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目
。

⑨

Ḥ
unayn
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ʿA
shr

m
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M
.

M
eyerhof
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Q
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135-136（
以
下
、ʿA

M

）.

⑩

ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
は
フ
ナ
イ
ン
と
同
様
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
。

一
方
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
由
来
の
名
称
で
は
な
く
、
ア
ラ

ビ
ア
語
の
名
称
を
あ
て
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
第
一
種
が
「
潜
在
（khafīy

）」

ま
た
は
「
黒
み
（qatām

）」
と
呼
ば
れ
、
第
二
種
が
「
雲
（saḥāb

）」
ま
た
は
同

様
に
「
黒
み
」
と
呼
ば
れ
る
。
第
三
種
の
名
称
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
四

種
は
「
燃
焼
（iḥtirāq

）」
ま
た
は
「
羊
毛
（ṣūfī

）」
と
呼
ば
れ
る
。T

K
,

pp.

211-212;Q
Ṭ

,
vol.

2,p.

120.

⑪

T
K

,

160.

⑫

ʿA
M

,
p.

131.

⑬

T
-S

N
S

327.

93,

表
十
一
〜
十
五
行
目
。

⑭

T
-S

N
S

327.

93,

裏
三
行
目
。

⑮

A
bū

al-ʿA
bbās

A
ḥm

ad
ibn

ʿU
thm

ān
ibn

H
ibat

A
llāh

al-Q
aysī,

N
atījat

al-fikar
fī

ʿilāj
am

rāḍ
al-baṣar,

M
.

Ẓ
.

al-W
afāʾī

and
M

.
R

.
Q

alʿajī
(eds.),

L
ondon,

1998,p.

70（
以
下
、N

F

）.

⑯
N

F,
pp.

88-89.
⑰

ʿA
M

,
p.

136;T
K

,
p.

223.
⑱

T
K

,
pp.

166-167;N
F,

p.

43.

⑲

T
-S

10J
16.

16,

表
十
一
行
目
。

⑳

T
-S

10J
16.
16,

表
十
八
行
目
。
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㉑

シ
ヤ
ー
フ
は
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
（ṣam

gh
ʿarabī

）
や
サ
ル
コ
コ
ー
ル
（ʿanzar-

ūt

）
な
ど
の
植
物
由
来
の
粘
性
の
あ
る
単
純
薬
品
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
ら
れ
た

ペ
ー
ス
ト
状
の
複
合
薬
品
で
あ
る
。
ク
フ
ル
は
粉
末
状
の
目
薬
で
あ
り
、
ミ
ー
ル

棒
（m

īl
）
と
い
う
専
用
の
棒
で
患
部
に
塗
ら
れ
る
。
ま
た
バ
ル
ー
ド
は
ク
フ
ル

の
一
種
で
あ
り
、
冷
の
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
る
単
純
薬
品
を
主
要
な
成
分
と
し
て

調
合
さ
れ
る
。E

.
Savage-Sm

ith,
“Ibn

al-N
afīsʼs

P
erfected

B
ook

on

O
phthalm

ology
and

H
is

T
reatm

ent
of

T
rachom

a
and

its
Sequelae,”

Journal
for

the
H

istory
of

A
rabic

Science

4,

1980,p.

37.

㉒

イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ル
ミ
ー
ズ
（Ibn

al-T
ilm

īdh

一
一
六
五
年
没
）
に
よ
る
と
、

鉛
の
シ
ヤ
ー
フ
の
処
方
は
以
下
の
通
り
。「
黒
の
シ
ヤ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
鉛
の
シ

ヤ
ー
フ
：
潰
瘍
を
満
た
す
。
黒
い
酸
化
鉛
、
ク
フ
ル
、
酸
化
銅
、
酸
化
亜
鉛
、
ア

ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
ト
ラ
ガ
カ
ン
ト
ゴ
ム
を
各
々
一
個
。
オ
ピ
ウ
ム
を
半
分
。
こ
れ
ら

を
す
り
潰
し
、
シ
ル
ク
の
布
で
濾
し
、
練
り
、
洗
眼
剤
と
し
て
用
い
る
」。Ibn

al-T
ilm

īdh,
The

D
ispensatory

of
Ibn

at-Tilm
īḏ,

O
.

K
ahl

(ed.
and

trans.),

L
eiden,

2007,p.

130（
以
下
、A

T

）.

㉓

T
-S

10J

16.

16,

裏
八
行
目
。

㉔

T
-S

10J

16.

16,

裏
十
九
〜
二
〇
行
目
。

㉕

血
液
の
性
質
は
熱
と
湿
、
黄
胆
汁
の
性
質
は
熱
と
乾
で
あ
る
。
な
お
、
粘
液
の

性
質
は
冷
と
湿
、
黒
胆
汁
の
性
質
は
冷
と
乾
で
あ
る
。

㉖

T
-S

10J

16.

16,

裏
二
二
行
目
。

㉗

例
え
ば
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
は
、
角
膜
潰
瘍
が
瞼
の
発
疹
を
伴
っ
て

い
る
場
合
、
眼
の
膜
が
瞼
の
粗
さ
に
よ
っ
て
傷
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
角
膜
潰
瘍
の
治
癒
が
遅
れ
て
し
ま
う
た
め
、
潰
瘍
に
溜
ま
っ

た
膿
を
速
や
か
に
放
出
す
る
必
要
が
あ
る
。T

K
,

pp.

214-218.

㉘

具
体
的
な
治
療
の
内
容
はA

shur
and

L
ev

2013,pp.

20-25;

法
貴
二
〇
一

五
年
、
四
四
〜
四
六
頁
を
参
照
す
る
よ
う
に
。

㉙

例
え
ば
、
ダ
ー
ニ
ヤ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
シ
ュ
ウ
ヤ
ー
（D

āniyāl
ibn

Shuʿyā

生
没
年
不
明
）
の
『
眼
科
学
の
問
答
集
（M

asāʾil
w

a-ajw
iba

fī
ʿilm

ṣināʿat

al-kuḥl

）』
は
複
数
の
眼
病
が
結
合
し
た
場
合
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
一
切
触
れ

て
い
な
い
。H

oki

2018,pp.

90-92.

㉚

N
F,

p.

50.

㉛

T
-S

N
S

327.

93,

表
四
〜
五
行
目
。

32

A
T

,
p.

64.

33

Q
Ṭ

,
vol.

1,p.

252.

34

T
-S

N
S

327.

93,

表
八
〜
一
〇
行
目
。

35

A
m

ar
and

L
ev

2007,p.

528.

36

T
-S

O
r.

1081J

39.

37

T
-S

13J

6.

14.

38

T
-S

N
S

91.

6.

39

A
m

ar
and

L
ev

2007,p.

528.

40

T
-S

A
r.

44.

162.

41

T
-S

A
r.

30.

305.

42

T
-S

A
r.

40.

87.

43

Q
Ṭ

,
vol.

1,p.

361,

394,

399.

44

T
-S

N
S

327.

93,

表
十
七
〜
十
九
行
目
。

45

「
弱
い
赤
い
シ
ヤ
ー
フ
。
結
膜
炎
の
残
滓
と
瞼
の
荒
れ
に
。
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、

ト
ラ
ガ
カ
ン
ト
、
デ
ン
プ
ン
、
鉛
白
、
酸
化
銅
、
赤
鉄
鉱
、
イ
ン
ド
産
ゲ
ッ
ケ
イ

ジ
ュ
を
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
等
し
い
量
〔
用
意
し
て
〕
す
り
つ
ぶ
し
、
シ
ル
ク
で
濾
し
、

水
で
練
っ
て
シ
ヤ
ー
フ
と
し
て
使
用
す
る
」A

T
,

p.

129.

46
A

T
,

p.

129.
47

K
ūhīn

al-ʿA
ṭṭār,

M
inhāj

al-dukkān
w

a-dustūr
al-aʿyān

fī
aʿm

āl
w

a-

tarākīb
al-adw

iya
al-nāfiʿa

li-l-abdān,
Ḥ

.
ʿĀ

ṣī
(ed.),

B
ayrūt,

1992,p.
136.

48

角
膜
白
斑
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
薬
品
に
は
強
い
熱
の
性
質
を
含
む
も
の
が
多

中世アラビア医学において、実践について言われたことと言われなかったこと（法貴）
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い
。T

K
,

pp.

223-228.

し
か
し
、
熱
の
性
質
を
持
つ
薬
品
は
結
膜
炎
を
刺
激
し

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
差
出
人
は
結
膜
炎
の
治
療
を
優
先
し
、
赤
い
シ
ヤ
ー
フ

を
最
初
に
使
用
し
て
か
ら
三
、
四
日
後
に
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
の
ク
フ
ル
を
塗
っ
て

角
膜
白
斑
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

49

例
え
ば
ダ
ー
ニ
ヤ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
シ
ュ
ウ
ヤ
ー
の
『
眼
科
学
の
問
答
集
』
で

は
、「
病
気
に
は
い
く
つ
の
時
期
（aw

qāt

）
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、「
四
つ
。
初
期
、
増
加
、
終
結
、
快
方
」
と
い
う
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

D
āniyāl

ibn
Shuʿyā,

M
asāʾil

w
a-ajw

iba
fī

ʿilm
ṣināʿat

al-kuḥl,
m

s.

N
uruosm

aniye
K

ütüphanesi,

3576,p.

42b

（
以
下
、M

A

）.

例
え
ば
、
血
液

と
黄
胆
汁
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
膜
炎
の
治
療
を
、
以
下
の
よ
う
に
四
段
階

に
対
応
さ
せ
て
提
示
し
て
い
る
。「
初
期
段
階
と
増
大
段
階
で
は
体
液
を
瀉
出
し
、

卵
の
白
身
や
乳
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
ト
ラ
ガ
カ
ン
ト
な
ど
の
排
斥
作
用
と
抑
止
作

用
を
持
つ
も
の
を
目
に
投
与
す
る
。
終
結
段
階
と
快
方
段
階
で
は
白
い
シ
ヤ
ー
フ

や
カ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
分
解
作
用
の
あ
る
も
の
を
用
い
る
」。M

A
,

pp.

57a

-58b.

50

熟
成
と
は
、
湿
を
含
む
物
体
が
持
つ
熱
の
作
用
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の
の
構
成

を
本
来
あ
る
べ
き
状
態
に
適
合
す
る
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
作
用
で
あ
る
。
熟
成
に

は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
関
連
す
る
の
は
余
剰
物
の
熟
成
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
余
分
な
湿
を
排
除
し
や
す
い
よ
う
な
構
成
と
気
質
に
変
化
さ
せ
る
作

用
で
あ
る
。Ibn

Sīnā,
al-K

aw
n

w
a-l-fasād,

M
.

Q
āsim

(ed.),
al-Q

āhira,

1969,pp.

223-227.

51

例
え
ば
、A
bū

Sahl
Īsā

bun
Y

aḥyā
al-M

asīḥī,
K

itāb
al-m

iʾa
fī

al-ṭibb,

vol.

1,F.
Sanagustin

(ed.),
D

im
ashq,

2000,p.

464
を
参
照
の
こ
と
。
管
見

が
及
ぶ
限
り
、
病
全
般
に
妥
当
す
る
と
さ
れ
る
四
段
階
の
進
行
が
、
よ
り
限
定
的

に
、
い
か
に
し
て
眼
病
に
当
て
は
ま
る
の
か
、
何
を
手
掛
か
り
に
し
て
眼
病
の
諸

段
階
を
判
断
す
る
の
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
眼
科
学
文
献
は
存
在

し
な
い
。
発
熱
な
ど
の
眼
病
以
外
の
病
に
つ
い
て
日
数
に
よ
り
各
段
階
が
計
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
方
法
が
眼
病
に
応
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
事
例
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
例
え
ばM

aim
onides,

M
edical

A
phorism

s:
A

P
arallel

A
rabic-E

nglish
E

dition,
G

.
B

os
(ed.

and
trans.),

T
reatise

10-15,Provo,

2010,pp.

20-27.

52

例
え
ば
、
ダ
ー
ニ
ヤ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
シ
ュ
ウ
ヤ
ー
は
角
膜
潰
瘍
に
つ
い
て

「
最
初
に
こ
め
か
み
の
血
管
を
瀉
血
し
、〔
患
者
の
〕
能
力
に
応
じ
て
血
液
を
排

出
し
、
下
剤
も
用
い
る
。
初
期
段
階
は
、
オ
ピ
ウ
ム
を
混
ぜ
た
白
い
シ
ヤ
ー
フ
な

ど
の
抑
止
作
用
と
排
斥
作
用
を
持
つ
も
の
（m

ā
yam

naʿu
w

a-yardaʿu

）
を
目

に
投
与
す
る
。
そ
し
て
終
結
段
階
に
乳
香
の
シ
ヤ
ー
フ
な
ど
の
分
解
作
用
の
あ
る

も
の
を
投
与
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。M

A
,

p.

64b.

本
章
注
五
〇
も
参
照
す
る

よ
う
に
。

53

M
aim

onides,
O

n
A

sthm
a

=
M

aqāla
fī

al-rabw
:

A
P

arallel
A

rabic-

E
nglish

Text,
G

.
B

os
and

M
.

R
.

M
cV

augh
(eds.

and
trans.),

Provo,

2002,p.

84（
以
下
、M

R

）.

54

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
医
学
」
は
、
単
に
理
論
的
知
識
と
実
践
的
知
識
の
総

体
と
し
て
の
学
問
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
諸
知
識
に
基
づ
い
て
医
者
が
患
者
の
身

体
に
何
ら
か
の
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

55

FṬ
,

T
reatise

6,pp.

20-21.

56

M
R

,
p.

94.

57

M
R

,
p.

105-107.

58

ṢD
,

p.

36.

59

M
R

,
p.

92.

60
M

R
,

pp.

92-93.
61

書
簡
一
の
ア
ブ
ー
・
ズ
ィ
ク
リ
ー
も
、
最
初
に
体
液
の
瀉
出
を
行
っ
た
が
「
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（lam

tanjaʿ

）」
と
述
べ
て
い
た
。
二
通
の
書
簡
の
事

例
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
や
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
の
文
献
に
見
ら
れ
る
自
然
本
性

の
治
癒
能
力
へ
の
信
頼
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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お

わ

り

に

医
学
は
普
遍
的
な
前
提
群
に
依
拠
す
る
理
論
的
学
で
あ
る
と
同
時
に
個
体
に
介
入
す
る
技
で
あ
る
。
医
者
が
現
実
の
病
を
診
断
す
る
と
き
、

そ
の
個
体
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
対
象
を
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
医
学
書
の
記
述
対
象
に
は
な
ら
な
い
「
特
殊
な
事
柄
」

は
、
い
く
つ
か
の
普
遍
的
な
特
徴
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
言
語
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る
。
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
の
二
通
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
診
断

の
実
例
は
、
同
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
に
見
ら
れ
る
分
析
方
法
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
大
雑
把
で
も
な
け
れ
ば

よ
り
詳
細
で
も
な
く
、
中
世
ア
ラ
ビ
ア
医
学
と
は
異
な
る
枠
組
み
に
則
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
眼
で
見
ら
れ
た
も
の
を
い
く
つ
か
の
ユ
ニ

ッ
ト
に
適
切
に
分
割
し
記
述
す
る
段
階
に
お
い
て
、
医
学
書
の
診
断
論
は
言
う
べ
き
こ
と
を
十
全
に
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
個
体
の
特
殊
性
そ
の
も
の
は
実
践
の
過
程
で
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文

献
に
見
ら
れ
る
診
断
論
は
、
言
論
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
限
り
で
、
欠
け
る
も
の
の
な
い
分
析
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
が
、
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ

ド
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、
現
実
の
病
に
は
言
論
に
よ
る
分
析
の
枠
組
み
か
ら
逃
れ
る
質
料
的
側
面
が
あ
る
。
こ
の
側
面
は
、
薬
品
の
処
方
の
段

階
に
お
い
て
重
要
に
な
る
。
複
合
的
な
症
状
を
治
療
す
る
場
合
、
一
つ
の
眼
病
に
効
果
的
な
目
薬
が
他
の
眼
病
を
刺
激
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

っ
た
た
め
、
眼
科
医
は
患
部
の
四
性
質
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
精
確
に
対
応
す
る
処
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
医
学
書
は
理
論
的
な
要
請
と
し
て
こ
の
よ
う
な
治
療
方
針
を
指
示
し
た
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
方
法
を
十
分
に
言
語
化
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
実
行
す
る
と
き
に
は
、「
実
践
が
要
請
し
、
努
力
が
至
ら
し
め
る
も
の
」
と
し
か
言
え
な
い
も
の
が
根
拠
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
微
妙
な
差
異
を
知
覚
す
る
能
力
が
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
ウ
が
述
べ
た
「
こ
の
学
術
に
関

す
る
書
物
の
記
述
か
ら
学
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
事
柄
」
で
は
な
い
「
行
為
す
る
能
力
」
に
含
ま
れ
る
。
書
簡
一
の
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
は
眼
科

学
文
献
に
は
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
い
多
く
の
単
純
薬
品
を
処
方
し
た
が
、
こ
の
繊
細
な
治
療
方
法
が
当
時
カ
イ
ロ
で
読
ま
れ
て
い
た
医
学
書
の

知
識
の
み
か
ら
導
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
治
療
対
象
の
性
質
が
言
論
に
よ
っ
て
明
晰
に
把
握
で
き
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
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応
す
る
薬
品
群
を
細
か
く
区
別
す
る
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
治
療
方
針
は
、
単
な
る
恣
意
的
な
判
断
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説

に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
特
定
の
薬
品
に
は
特
定
の
身
体
の
反
応
（
患
部
が
加
熱
さ
れ
る
、
患
部
に
な
じ
む
、
な
ど
）
が
対

応
し
、
こ
れ
と
異
な
る
薬
品
に
は
異
な
る
度
合
い
の
身
体
の
反
応
（
患
部
が
よ
り
強
く
加
熱
さ
れ
る
、
患
部
に
あ
ま
り
な
じ
ま
な
い
、
な
ど
）
が
対
応

す
る
。
治
療
対
象
の
性
質
は
、
個
々
の
技
術
的
介
入
、
つ
ま
り
異
な
る
薬
品
群
の
各
々
に
対
す
る
身
体
の
反
応
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
な
い
し
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
技
術
的
介
入
の
多
様
さ
や
緻
密
さ
に
応
じ
る
よ
う
に
し
て
、
介
入
対
象
の
本
性
が
明
ら
か
に
な

る
。
言
語
に
よ
る
把
握
と
は
別
に
、
技
術
の
行
使
に
よ
る
把
握
が
あ
る
よ
う
だ①
。

ま
た
自
然
本
性
の
動
き
も
、
医
療
の
現
場
に
お
い
て
、
医
学
書
に
記
さ
れ
た
知
識
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
医
学
書
の

治
癒
論
と
は
異
な
り
、
書
簡
二
の
書
き
手
が
体
液
の
瀉
出
と
気
質
の
回
復
に
多
く
の
日
数
を
割
い
た
の
も
、
理
論
的
な
い
し
実
践
的
知
識
と
そ

れ
ら
に
依
拠
し
て
発
動
す
る
行
為
群
が
形
成
す
る
医
学
シ
ス
テ
ム
の
外
部
で
、
患
者
の
自
然
本
性
が
独
立
し
た
作
用
因
と
し
て
何
ら
か
の
事
態

を
因
果
的
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
背
後
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
定
の
段
階
に
対
応
す
る
治
療
に
費
や
さ
れ
た

日
数
が
ア
ラ
ビ
ア
語
眼
科
学
文
献
の
中
で
記
述
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
医
学
シ
ス
テ
ム
と
自
然
本
性
と
い
う
二
つ
の
作
用
因
の
連
関

に
よ
っ
て
病
の
進
行
が
決
定
す
る
と
い
う
根
源
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
記
さ
れ
た
個
別
事
例
と
、
同
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
語
医
学
文
献
に
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
知
識
の
書
か
れ
方
を
比
較
し

て
き
た
が
、
両
者
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
術
語
や
論
理
が
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
医
学
文
献
に
は
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

二
通
の
書
簡
に
は
書
か
れ
て
い
た
事
柄
は
、
い
く
つ
か
の
特
殊
な
薬
品
群
と
、
特
定
の
段
階
の
治
療
に
費
や
さ
れ
た
日
数
と
、
治
療
の
特
殊
な

時
間
的
配
置
に
限
ら
れ
る
。
医
学
文
献
の
普
遍
的
な
知
識
で
は
把
握
で
き
な
い
対
象
が
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
生
き
生
き
と
詳
細
に
書
か

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
の
治
療
の
プ
ロ

セ
ス
が
、
医
学
書
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
化
を
逃
れ
る
現
場
で
の
把
握
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
間
接
的
に
わ
か
る
の
で

あ
る
。
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①

フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
に
よ
る
と
、
諸
学
問
（ʿulūm

）
は
理
論
の
み
に
関
連
す
る

も
の
と
、
実
践
の
み
に
関
連
す
る
も
の
と
、
こ
の
両
者
に
関
連
す
る
も
の
に
分
け

ら
れ
る
。
医
学
は
理
論
と
実
践
の
両
方
に
関
連
す
る
学
問
で
あ
る
が
、
実
践
面
の

み
に
注
目
し
た
場
合
、
そ
の
目
的
は
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
践
す

る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
践
は
、
何
ら
か
の
認
識
（m

aʿārif

）
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
認
識
と
は
、
実
現
可
能
な
実
践
に
つ
い
て
の
精
神
の
中
に

刻
印
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
（m

ā
urtasam

u
fī

nafsihi

）
で
あ
り
、
特
定
の
前
提
と

手
続
き
に
則
っ
て
得
ら
れ
た
学
知
（ʿilm

）
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
精
神
に
刻

ま
れ
た
実
践
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
言
論
に
よ
っ
て
教
え
る
こ
と
は
本
来
的
に
は
で
き

ず
、
技
術
を
行
使
す
る
こ
と
（m

uzāw
alat

aʿm
āl

ṣināʿāt

）
の
み
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
。A
bū

N
aṣr

al-Fārābī,
K

itāb
al-burhān

in
al-M

anṭiq
ʿinda

al-

F
ārābī,

M
.

Fakhrī
(ed.),

B
ayrūt,

1987,p.

72
を
参
照
の
こ
と
。
フ
ァ
ー

ラ
ー
ビ
ー
に
よ
る
と
、
技
術
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
論
を
用
い
ず
に
、

実
践
す
べ
き
特
定
の
行
為
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
説
を
医
学
の
実
践

に
当
て
は
め
る
と
、
特
定
の
薬
品
を
患
者
に
投
与
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
身
体
の

反
応
が
得
ら
れ
、
こ
の
反
応
か
ら
そ
の
薬
品
の
性
質
や
、
次
に
行
う
べ
き
治
療
が

言
語
を
介
さ
ず
に
あ
る
程
度
定
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
行
為
の
イ

メ
ー
ジ
の
獲
得
は
、
身
体
の
性
質
の
変
化
を
把
握
す
る
知
覚
の
繊
細
さ
に
依
存
す

る
た
め
、
一
義
的
に
確
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に

則
っ
た
実
践
を
恣
意
的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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What Was and Was Not Said about Practice in

Medieval Arabic Medicine

by

HOKI Yu

The practical dimensions of medieval Arabic medicine have not been

sufficiently studied due to the dearth of historical documents. Concrete cases

were excluded from most medieval Arabic medical writings because

subjects of medical books were limited to universal scientific knowledge

(ʿilm). In this situation, the Cairo Genizah fragments, which were written

during the 11
th

‒13
th

centuries, are drawing attention because they record

unique information about practical aspects of medicine. This article takes up

epistemological problems concerning medical practice, and inquires which

aspects of medical practice were, and which were not, put into words by

examining medieval Arabic medical books and two letters of the Cairo

Genizah (T-S 10J16. 16 and T-S NS 327. 93). Both letters concern

ophthalmology, and describe the whole process from diagnosis to treatment.

These documents reveal that some elements of practice were not caught in

the net of scientific language; nevertheless, ophthalmologists conducted

treatment by observing these nonverbal elements.

The first section encapsulates medieval physiciansʼ arguments concerning

the epistemological status of medical practice. al-Majūsī (d. 990) divided

medicine into theory (ʿilm) and practice (ʿamal), and defined practice as

putting ideas into execution. However, the practical sections in his book do

not contain concrete information on actual practice, but knowledge about

medicinal substances and treatment plans for specific diseases. Ibn Sīnā (d.

1037) found al-Majūsīʼs inconsistency between the definition and real content

a flaw. He accordingly defined theory as theoretical knowledge and practice

as practical knowledge. Hence, Ibn Sīnā entitled both theory and practice to

scientific knowledge, whereas information on actual practice (ʿamal bi-l-fʿil)

was not regarded as scientific knowledge and thus excluded from medical

books. Medieval physicians acknowledged that some elements of actual

practice passed through the mesh of language. Ibn Rushd (d. 1198) argued

that objects defined by language are limited to things related to forms (s.ūra),
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whereas things related to matter (hayūlā) are only roughly described

because the latter is infinitely changeable in various relationships with other

matter. However, medieval ophthalmologists, who appeared in the genizah

letters, conducted consistent treatments based on the observation of these

non-verbalized things related to matter.

The second section discusses diagnoses and treatments written in the two

letters. We firstly focus on the diagnoses. In T-S 10J16.16, an ophthalmologist

called Abū Zikrī identifies a patientʼs eye diseases as conjunctivitis, an

eruption of the eyelid, and a corneal ulcer, and describes their characteristics

in detail. Meanwhile, the writer of T-S NS 327. 93 enumerates several

symptoms: excavation, severe pain, floaters, leucoma. Considering their

depictions, their diagnoses are found to have properly reflected medieval

Arabic diagnostics. These two examples indicate that the diagnostic theory

written in medical books was perfectly implemented.

Next, the treatments are examined. The condition of the eye described in

T-S 10J16.16 was regarded as a composite of the three ailments. Abū ʿAlī,

Abū Zikrīʼs correspondent, instructed him on several treatments, each of

which is effective against a specific disease and does not aggravate the

others. Medieval ophthalmologists recognized a need for treatments suitable

for complicated cases; however, ophthalmology books did not always present

concrete instructions. The treatments should have been adjusted to the

subtle balance of the temperament of a complicated condition; nevertheless,

ophthalmologists did not have technical language to estimate the ratio of the

temperament. This letter suggests that the actual treatment was affected by

the observation of the nonverbalized elements.

Meanwhile, the writer of T-S NS 327.93 mentions four different treatments

that were done at some intervals of time. Medieval ophthalmologists

supposed that every disease progresses along four stages: incipient (ibtidāʾ),

increasing (tazayyud), terminating (intihāʾ), and convalescent (inh. it.āt.).

Therefore, the four treatments written in the letter are presumed to have

been allotted to the four stages. A characteristic of this letter is that the

writer mentioned the number of days each stage lasted. However, the span

of time is not mentioned in ordinary medical books. It is because the actual

treatment process was affected by the relationship between patientʼs nature

(t.abīʿa) and medical intervention. According to Maimonides (d. 1204), nature

is an independent efficient cause external to the medical system, and not

totally defined by scientific language. This letter indicates that

ophthalmologists had to determine treatment plans by reconciling nonverbal
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elements with the medical system.

These two examples of medical practice basically follow medieval Arabic

medical theory. However, the theory is a large-meshed net. It is

comprehensive; nevertheless, on the practical level, many elements (subtle

nuances of the temperament and patientʼs nature) spilled out of this net. By

comparison of the Cairo Genizah letters with Arabic medical books, we can

infer that ophthalmologists grasped these elements and decided treatment

plans.

Key Words ; History of Arabic medicine, Cairo Genizah, Ophthalmology, Ibn Rushd,

Maimonides

Disparities in the Health of Men and Women in the Edo

Period as Seen in a Paleopathological Stress Marker

by

FUJISAWA Shiori

Japanese people in the Edo period repeatedly suffered from famine as a

result of natural disasters and weather conditions. Areas such as the

northern part of the Pacific Ocean side of the Tohoku region (the

northeastern part of Honshu) were stricken especially by famine due to the

repeated impact of the yamase, a cold northeast wind observed during the

rainy season and in the summer in regions on the east and north side of

Hokkaido and on the Pacific Ocean side of Honshu. Yamase originally

referred to a cold and wet wind associated with fog. With the lack of

sunlight due to this condition, agricultural crops were seriously damaged

due to the cold weather caused by long periods when the yamase prevailed.

The Hachinohe domain, which dominated the region and which was located

in the area extending from current Aomori prefecture on the Pacific Ocean

side to the northeast part of Iwate prefecture, is the location where human

bones used in this research were excavated. It suffered climatic damage in

about half of the 200 years from establishment of the domain to its

termination. According to records, the population of the domain decreased

by 30,000 or more due to famine and the population was halved in a single

year. It was assumed that people had been forced to live a life associated
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